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基礎看護学教育研究分野
〔原　著〕
◎和文
1 郡紅菜，中村愛，椿祥子，斉藤しのぶ，山本利江：自己免疫疾患発症初期の看護上の問題に関する研
究－科学的看護論を理論的前提とする分析方法－．千葉看会誌，18(2)，17－25，2012．
　
〔学会発表抄録〕
◎和文
2 山本利江，斉藤しのぶ，川上裕子，永田亜希子：文献研究による異文化看護の探求－19世紀大英帝国
植民地時代のインドに対するFlorence Nightingaleの活動より－．文化看護学会第4回学術集会抄録
集，19，2012．
3 山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ：19世紀大英帝国植民地時代のインドに対するF. Nightingaleの諸
活動について．ナイチンゲール研究学会第33回研究懇談会，2012．
4 斉藤しのぶ，山本利江，和住淑子：F. Nightingaleは看護職者の人材育成システムをどのように構築
しようとしていたのかを明らかにするための取り組み．ナイチンゲール研究学会第33回研究懇談会，
2012．
5 和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ：看護職の集団としての質的水準の担保政策 －「看護婦登録制度論
争」におけるF. Nightingaleの業績より－．ナイチンゲール研究学会第33回研究懇談会，2012．
6 椿祥子，斉藤しのぶ，和住淑子，河部房子：看護系大学3年次編入学制度における教育の実態調査．第
32回日看科会学術集会講演集，354，2012．
〔単行書〕
◎分担執筆
7 斉藤しのぶ：透析導入期の看護，透析維持期の看護．上月正博（編），腎臓リハビリテーション．第1
版，医歯薬出版，321－325，2012．
8 斉藤しのぶ：ストレス・コーピング理論，危機理論，障害・病気の受容過程．日本腎不全看護学会
（編），腎不全看護．第4版，医学書院，167－171，171－175，188－192，2012．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
9 斉藤しのぶ：［総論］生活習慣改善をどう指導するか　看護師の立場から．臨床透析，28(9)，1191－1196，
2012．
10 川上裕子：国民健康保険組合の設立と保健婦活動の展開－千葉県社会保健婦養成所卒業生の履歴から
－．文化看護学会誌，4(1)，38－46，2012．
 
研究状況
　本教育研究分野では，理論看護学の立場からナイチンゲール看護論を学問的に追究し，その継承・発展
を目指した教育・研究活動を行っている．
　ナイチンゲール看護論を基盤に据えた看護実践に関する研究では，椿，斉藤，山本らが，自己免疫疾患
発症初期の看護上の問題を生活過程における調和の乱れに注目して明らかにし，原著論文にまとめた．
（1）
　ナイチンゲール看護論を学問的に追及する研究では，近年，ナイチンゲールの諸活動の現代的意義を問
う研究を進めている．その成果として山本は，衛生や社会制度の大きな変革期にあった19世紀インドでの
ナイチンゲールの活動の特徴を発表した．斉藤は，ナイチンゲールがいかに人材育成のシステムを構築し
たかについて発表した．（2）（3）（4）（5）
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　椿は，平成24－27年度文部科学省科学研究費補助金（若手研究B）「障害児療育支援における看護の専門
性の解明」を獲得し，初年度である本年は，国内外の看護理論家の理論の整理に取り組んでいる．また，
昨年度が最終年度だった平成21－23年度文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）「看護系大学3年次編
入生における教育プログラムの開発」（研究代表者：斉藤しのぶ）の一部として，看護系大学3年次編入学
制度における教育の実態調査を行い，その結果を看護学修得の観点から分析し発表した．（6）
　このほか，斉藤は，腎不全患者の看護に関するテキストを執筆した．（7）（8）川上は，千葉県における
初期の保健師養成の実態を国民健康保険制度との関係から検討し発表した．（10）
看護教育学
〔原　著〕
1. 相楽有美，舟島なをみ，中山登志子：身体侵襲を伴う診療場面の看護師行動解明－診療場面における
看護師役割の成文化－．看護教育学研究，21(1)，41－56，2012．
2. 亀岡智美，舟島なをみ，野本百合子，中山登志子：「研究成果活用力自己評価尺度－臨床看護師用－」の
開発．日看科会誌，32(4)，12－21，2012．
3. 宮芝智子，舟島なをみ：看護技術演習における学生の行動－演習目標の達成に向けて重要な行動の明
確化－．日本看護学教育学会誌，21(3)，1－11，2012．
4. 服部美香，舟島なをみ：問題解決場面における看護師－クライエント間相互行為パタ－ンの解明－．
看護教育学研究，21(1)，9－24，2012．
5. 大井千鶴，舟島なをみ：看護基礎教育課程における就職ガイダンスに関する研究－学生時代に受けた
就職ガイダンスの内容に焦点を当てて－．武蔵野大学看護学部紀要，6，1－10，2012．
〔学会発表抄録〕
6. 中山登志子，舟島なをみ：実習指導者のロ－ルモデル行動．第43回日看会抄録（看護総合），222，2012．
7. 中山登志子，舟島なをみ：看護系大学院修士課程に在籍する学生が授業を評価する視点の解明．第32
回日看科会学術集会講演集，199，2012．
8. 山下暢子，舟島なをみ，中山登志子：看護学実習中の学習経験自己評価尺度（病院実習用）の開発－
信頼性・妥当性の検証－．日本看護学教育学会誌第22回学術集会講演集，251，2012．
9. 山下暢子，舟島なをみ，中山登志子：看護学実習に取り組む学生の学習経験の現状－学生の在籍する
看護基礎教育課程による比較－．第32回日看科会学術集会講演集，395，2012．
10. 山澄直美，舟島なをみ，中山登志子：「研修過程評価スケ－ル－院内教育用－」の開発とスケ－ルを用
いた評価活動の有効性検証－看護職者の教授活動改善に向けて－．看護教育学研究，21(2)，6－7，
2012．
11. 山澄直美，舟島なをみ，中山登志子：院内教育を受講する看護職者が研修を評価する視点の解明．第
43回日看会抄録（看護総合），71，2012．
12. 松田安弘，舟島なをみ，中山登志子，相楽有美，森山美香，神田尚子，田嶋紀子：院内教育担当者の
学習ニ－ドの解明－学習ニ－ドアセスメントツ－ル「院内教育担当者用」開発に向けて－．第43回日
看会抄録（看護管理），250，2012．
13. 森山美香，舟島なをみ，中山登志子，田嶋紀子，相楽有美：看護師長としての望ましい行動に関する
研究．第32回日看科会学術集会講演集，517，2012．
14. 野本百合子，舟島なをみ：教育ニ－ドアセスメントツ－ル－養護教諭用－の開発．日本養護教諭教育
学会第20回学術集会抄録集，132，2012．
15. 鈴木美和，舟島なをみ：学習ニ－ドアセスメントツ－ル（訪問看護師用）の開発－信頼性・妥当性の
検証－．第43回日看会抄録（地域看護），35，2012．
16. 宮芝智子，舟島なをみ：看護技術演習における学習活動の質と学生特性の関連．第32回日看科会学術
集会講演集，207，2012．
17. Nakayama T., Funashima N.: Learning Needs of Midwives in Japan From the Viewpoint of 
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Working Places－Toward Developing Continuing Professional Education Programs－. Pacific 
Institute of Nursing Conference, 2012.
18. Nakayama T., Funashima N.: Learning Needs of Midwives in Japan Focusing on Clinical 
Experience－Toward Developing Continuing Professional Education Programs－. International 
Conference Interprofessional Partnership: Improvement for Global Health Outcomes, 170, 2012.
19. Sagara Y., Funashima N., Nakayama T.: Nursing Behavior for the Prevention of Invasive 
Medical Examination and Treatment Problems in Japan. Pacific Institute of Nursing 
Conference, 2012.
20. Kameoka T., Funashima N., Nomoto Y., Nakayama T.: Important Factors Associated With 
Research Utilization Competency of Nurses in Japan. 23rd International Nursing Research 
Congress, 2012.
21. Kameoka T., Funashima N., Areewan K., Nomoto Y., Nakayama T., Piyawan S., Nongkran V. : 
Comparison of Role Model Behaviors of Nursing Faculty in Thailand and Japan. International 
Conference Interprofessional Partnership: Improvement for Global Health Outcomes, 172, 2012.
22. Suzuki M., Funashima N.: Educational Needs of Visiting Nurses in Japan. The 2012 Pacific 
Institute of Nursing Conference, 2012.
23. Sadahiro W., Funashima N.: Safety Management Behaviors of Expert Nurses in Japan: 
Comparison with Novice to Proficient Level. 23rd International Nursing Research Congress, 
2012.
〔報告書〕
24. 千葉大学大学院看護学研究科看護教育学教育研究分野研究推進コース編：看護教育学の構築と発展－
その活動の軌跡－．第4号，2012．
〔研究状況〕
　看護教育学教育研究分野は，看護基礎教育，看護卒後教育，看護継続教育の３領域にわたり研究活動を
展開し，その成果を公表した．
【看護基礎教育】
　看護学を学ぶ学生の学習活動の質向上に向けて，看護技術演習に取り組む学生の演習目標達成に向けて
重要な行動を明らかにする(3)とともに，学習活動の質と特性の関係を解明した(16)．また，学生の就職支援
に向けて，就職に関するガイダンスの現状を明らかにした(5)．
　舟島，中山は，平成21年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)）「看護学
実習における学習状況自己評価システムの開発―看護学の学士力育成に向けて―」（研究代表者：山下暢子，
研究分担者：舟島なをみ，中山登志子）に研究分担者として活動し，看護学実習中の学生が自己の学習経
験を評価する際に活用可能な尺度を開発する(8)とともに，開発した尺度を用いて学習経験の現状を解明し
た(9)．
　また，本教育研究分野は，看護基礎教育の質向上に向け，2003年より日本・米国・中国・タイにおける
異文化間比較研究を行っている．看護学教員のロールモデル行動に関する日本とタイの比較に向けて，既
に開発したタイ国で活用可能な自己評価尺度を用いて，タイの看護学教員のロールモデル行動の質を解明
し，両国看護学教員のロールモデル行動の質の共通性と相違性を明らかにした(21)．
　さらに，今年度，新たに競争的資金を獲得し，次の研究に着手した．文部科学省科学研究費補助金（基
盤研究(C)）「看護学の講義における教授活動自己点検・評価システムの開発」（研究代表者：宮芝智子，研
究分担者：舟島なをみ）が採択され，看護学教員のＦＤ支援に向けて，「教授活動自己評価尺度―看護学講
義用―」の開発を目ざし研究に着手した．また，文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「学士課
程教育における新しい教養教育モデルの創成」（研究代表者：小澤弘明，研究分担者：舟島なをみ他）が採
択され，学士課程教養教育の授業改善に活用可能な「授業デザイン評価尺度」および「授業過程評価尺度」
の開発を目ざし研究に着手した．
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【看護卒後教育】
　平成23年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）「授業過程評価スケー
ル（修士課程用）の開発―教育評価システムの構築を目指して―」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担
者：中山登志子）の成果として，看護系大学院修士課程に在籍する学生が授業を評価する視点を解明した
(7)．
【看護継続教育】
　平成23年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(B)）「看護継続教育システム
の拡充と普及―看護管理者のキャリア発達支援に着眼して―」（研究代表者：舟島なをみ，研究分担者：中
山登志子他）の成果として，院内教育担当者の学習ニ－ド(12)および看護師長としての望ましい行動(13)を
解明した．また，既に開発した学習ニードアセスメントツールを用いて，助産師の学習ニードの現状を就
業場所(17)および臨床経験年数(18)との関連に基づき明らかにした．さらに，訪問看護師の学習ニードアセ
スメントツールを開発する(15)とともに，既に開発した教育ニードアセスメントツールを用いて，訪問看護
師の教育ニードの現状を明らかにした(22)．加えて，養護教諭の教育ニードアセスメントツールを開発し
た(14)．
　また，平成22年度から助成を受けている文部科学省科学研究費補助金（基盤研究(C)）「臨地実習指導者
のキャリアアップに向けた看護継続教育支援システムの開発」（研究代表者：中山登志子，研究分担者：舟
島なをみ）の成果として，実習指導者のロールモデル行動を解明した(6)．
　看護実践の質向上に向けて，臨床看護師が研究成果活用力を評価する際に活用可能な尺度を開発する(2)
とともに，研究成果活用力に関係する特性を解明した(20)．また，身体侵襲を伴う診療場面の看護師行動を
解明する(1)とともに，診療場面に生じる問題を回避する看護師行動を明らかにした(19)．さらに，診療場面
におけるエキスパート看護師の安全管理行動を新人看護師との比較を通して明らかにした(23)．加えて，
問題解決場面における看護師・クライエント間の相互行為パターンを解明した(4)．
　看護職者の教授活動の改善を目ざして，院内教育を受講する看護職者が研修を評価する視点を解明し
(11)，その成果を基盤に「研修過程評価スケ－ル－院内教育用－」を開発するとともに，スケ－ルを用いた
評価活動の有効性を検証した(10)．
　本教育研究分野は，今年度，新たに競争的資金を獲得し，次の研究に着手した．文部科学省科学研究費
補助金（基盤研究(C)）「臨床看護師のための倫理的行動自己点検・評価システムの開発と普及」（研究代表
者：永野光子，研究分担者：舟島なをみ他）が採択され，「倫理的行動自己評価尺度―臨床看護師用―」の
開発に向けて，病院に就業する看護師の倫理的行動の全貌解明を目的とした研究に着手した．また，（基盤
研究(C)）「新人看護師の指導を担当するプリセプターを対象とした問題対応型教育プログラムの開発」（研
究代表者：吉富美佐江，研究分担者：舟島なをみ）が採択され，プリセプター問題診断尺度の開発に向け
て，プリセプターが役割遂行上直面する問題の質的帰納的解明を目的とした研究に着手した．さらに，（基
盤研究(C)）「小児看護に携わるジェネラリストナースを支援する教育プログラム立案モデルの開発」（研究
代表者：横山京子，研究分担者：中山登志子他，連携研究者：舟島なをみ）が採択され，教育ニードアセ
スメントツールおよび学習ニードアセスメントツールの開発に向けて，小児看護ジェネラリストナースの
教育ニードおよび学習ニードの質的帰納的解明を目的とした研究に着手した．加えて，（基盤研究(C)）
「チーム医療推進に向けた『臨床看護師のための専門性発揮状況自己評価尺度』の開発」（研究代表者：亀
岡智美，研究分担者：中山登志子，連携研究者：舟島なをみ）が採択され，「臨床看護師のための専門性発
揮状況自己評価尺度」の開発に向けて，他職種と協働する看護師が「看護師としての専門性」を発揮して
いる行動の全容解明を目的とした研究に着手した．
【その他】
　看護教育学教育研究分野は，2008年４月より，看護教育学を専攻した博士後期課程修了生を対象に「研
究推進コース」を開講し，活動を継続している．これは，将来ポスト・ドクトラル・コース開設を視野に
入れた活動であり，2011年の活動の成果を報告書としてまとめた(24)．
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機能・代謝学教育研究分野
【原　著】
1． Tanaka Y.L. and Kudo Y.: Efects of familiar voices on brain activity. International Journal of 
Nursing Practice 18 (Suppl. 2), 38－44, 2012.
【学会発表抄録】
2． 田中裕二，藤田水穂：背面開放端座位が意識レベルに与える影響－自律神経，脳波およびBIS値を指
標とした検討－．日本看護技術学会第11回学術集会講演抄録集 97, 2012.
3． 安蒜圭子，伊藤千佳，土屋光恵，久松たず子，神　尚子，松村祐平，荻野暁義，平山晃康，田中裕
二：線維筋痛症患者においてJFIQを用いた看護介入が有用であった１例．日本線維筋痛症学会第４回
学術集会プログラム・抄録集 73, 2012.
4． 石田真美，藤田水穂：メンタ湿布が生理・心理反応に及ぼす影響，第32回日本看護科学学会学術集会
抄録集，2012．
5． 園かおり，藤田水穂：腹式呼吸が胃腸の活動性に及ぼす影響の検討—胃腸電図を用いて—．第32回日
本看護科学学会学術集会抄録集，2012．
【報告書】
6． 田中裕二：高次脳機能障害患者に対する援助技術の基礎的研究．平成22年度～平成23年度科学研究費
補助金（挑戦的萌芽研究 課題番号22659387）研究成果報告書，2012．
【総説・短報・実践報告・資料・その他】
【その他】
7． 深井喜代子，齋藤やよい，田中裕二，佐伯由香，高島尚美，吉田みつ子：〈交流セッションⅥ〉論文
投稿のA to Z－看護学発展の基礎となるもの．日本看護技術学会第11回学術集会講演抄録集 58, 
2012.
〈研究状況〉２０１２年度
　田中（准教授）は看護技術の科学的な検証についての研究を継続している．今年度は，近親者の声が脳
活動に及ぼす影響についての研究成果を英文雑誌で報告した（1）．また，背面開放端座位が意識レベルに
与える影響および線維筋痛症患者に対する看護介入についての研究成果を学術集会で発表した（2, 3）．昨
年度から引き続いている文部科学省科学研究費補助金（挑戦的萌芽研究）による「高次脳機能障害患者に
対する援助技術の基礎的研究」の研究成果報告書を作成した（6）．また，看護系学会の学術集会で，論文
投稿についての交流セッションを担当した（7）．
病態学教育研究分野
〔原　著〕
1． 岡田忍：高齢者訪問看護における清潔・感染防止の質評価に関する指標開発（第2報）-感染防止質評
価指標に対する全国の訪問看護師の調査結果からみた評価－．日本感染看護学会会誌, 8(1), 1-16, 
2012．
〔学会発表抄録〕
2． Ogawa Toshiko, Nishio J, Okada S.:Efect of edible sesame oil on the growth of candida 
albicans. Journal of Nursing Interventions, 18: Supplement1: 72, 2012 (15th East Asian Forum 
of Nursing Scholars Forum)
3． 岡田忍：ワークショップ「感染看護のリンケージ－医療施設から在宅へ－」　在宅で使用される気管
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内吸引カテーテルおよび間歇的自己導尿カテーテルの細菌学的調査．第12回日本感染看護学会学術集
会講演集，14-15，2012．
4． 岡田忍，伊藤眞知子：交流集会3　よりよい口腔ケアを提供するために－歯科専門職との連携－．千
葉看護学会第18回学術集会集録，58-89，2012
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
5． 岡田忍：病気がわかる病態関連図Part1．クリニカルスタディ，33(5)特別付録，1－17，2012．
6． 岡田忍：病気がわかる病態関連図Part2．クリニカルスタディ，33(6)特別付録，1－17，2012．
〔研究状況〕
　本研究分野では，感染源や感染経路，宿主といった多角的な観点からの感染防止を軸に，対象を病院内
から在宅へと拡大して研究を行っている．今年度，岡田は高齢者感染看護の質評価指標の感染防止の質評
価指標の全国調査の結果を原著としてまとめた（1）．西尾と岡田は大学院生の小川とともにゴマ油による
口腔ケアのエビデンスとして、ゴマ油のCandida albicans菌糸形および酵母形に対する増殖抑制効果につ
いて国際学会で発表した（2）．発表内容は原著論文としてBiological Research for Nursingに投稿し，受理
されている．今年度は健常成人における基礎的データを追加するとともにおよび高齢者を対象とした介入
研究に着手する予定である．岡田は、第12回日本感染看護学会学術集会において，ワークショップ「感染
看護のリンケージ－医療施設から在宅へ－」の司会を務めるとともに，話題提供者としてこれまでに行
なってきた在宅の気管内吸引カテーテルや間歇的自己導尿カテーテルの細菌学的検査の結果を発表した
（3）．また，第18回千葉看護学会学術集会において歯科専門職との連携に関する交流集会を開催した（4）．
　この他，岡田は看護学生を対象とした雑誌に臨床で出会うことの多い疾患についての病態関連図を掲載
した（5，6）．
母性看護学教育研究分野
[原　著]
1． 前原邦江，森恵美，小澤治美，前川智子，森田亜希子，岩田裕子，坂上明子：生殖補助医療（ART）
によって妊娠した女性の母性不安と胎児感情および母親役割への適応との関連，千大看紀要，34，1－
8，2012．
2． 大月恵理子，森恵美，柏原英子，望月良美：家族育成期の日本人の子育て観について　個人特性によ
る相違，千葉看会誌，18(1)，19－25，2012．
3． Mori E.，Liu C.，Otsuki E.，Mochizuki Y.，Kashiwabara E.：Comparing child-care values in 
Japan and China among parents with infants. Int J Nurs Pract，2012．Jul；18 Suppl 2：18－27．
4． Iwata H.，Mori E.，Morita A.，Sakajo A.，Maekawa T.，Ozawa H.，Maehara K.：Evaluation 
of the training course for a nursing intervention programme to promote maternal role 
attainment in pregnant Japanese women who have undergone assisted reproductive technology，
Int J Nurs Pract，2012．Jul；18 Suppl 2：45－55．
[学会発表抄録]
5． 森恵美：理事長講演　エビデンスに基づく看護実践を目指して，第14回日本母性看護学会学術集会抄
録集，21，2012．
6． 森恵美，坂上明子，岩田裕子，小澤治美，森田亜希子，前川智子，前原邦江：交流集会　日本におけ
る高年初産婦に対する子育て支援の課題，千葉看護学会第18回学術集会集録，57，2012．
7． 森恵美，前原邦江，坂上明子，小澤治美，森田亜希子，前川智子，岩田裕子：生殖補助医療（ART）
を受けた妊婦への看護介入プログラムの検証　－妊娠初期の母性不安と対児感情による評価－，第10
回日本生殖看護学会学術集会抄録集，42，2012．
8． 前原邦江，森恵美，坂上明子，小澤治美，森田亜希子，前川智子，岩田裕子：生殖補助医療（ART）
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を受けた妊婦への看護介入プログラムの検証　－妊娠初期から妊娠末期までの縦断的介入の評価－，
第10回日本生殖看護学会学術集会抄録集，43，2012．
9． 臼井いづみ，長田久夫，坂上明子，新井隆成：ALSO（Advanced Life Support in　Obstetrics）を
助産師が受講することの意義，第53回日本母性衛生学会総会学術集会抄録集，137，2012．
10． 高田いつ奈，坂上明子：乳児を持つ父親の育児参加を促す看護援助に関する研究，第30回千葉県母性
衛生学会抄録集，8，2012．
11． 森恵美：教育講演　高年初産婦の産後の健康と子育て支援，第53回日本母性衛生学会総会学術集会抄
録集，38，2012．
12． 森恵美，坂上明子，土屋雅子：交流集会　高年初産婦の産後入院中の看護ニーズについて，第32回日
看科会学術集会講演集，170，2012．
13． Mori E.，Saeki A.，Iwata H.，Sakajo A.，Maehara K.，Ozawa. H，Morita A.，Maekawa T.，
Tsuchiya M.，Makaya K.：A literature review of factors associated with physical and 
psychosocial wel-being in Japanese postpartial women，15th East Asian Forum of Nursing 
Scholars，119，2012．
14． Sakajo A.，Maehara K.，Mori E.，Iwata H.，Ozawa H.，Morita A.，Maekawa T.：Relation of 
maternal anxiety to feelings for the infant and maternal role attainment in pregnant women 
after assisted reproductive technology（ART），15th East Asian Forum of Nursing Scholars，119，
2012．
15． Tsuchiya M.，Mori E.，Iwata H.，Sakajo A.，Maehara K.，Ozawa H.，Morita A.，Maekawa 
T.：Changes in postpartum sleep quality：A descriptive study among Japanese first-time 
mothers over aged 35，15th East Asian Forum of Nursing Scholars，123， 2012．
16． Li C. Mori E.：THE EFFECTS OF A NURSING PREVENTION PROGRAM FOR 
REPRODUCTIVE TRACT INFECTION OF RURAL CHINESE WOMEN，the 12th Aisa 
Oceania Congress of Sexology 139，2012 August2-5 in Shimane Prefecture.
[単行書]
17． 森恵美：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学概論　母性看護学1，第12版　第１刷，医学書院，
2－48，142－170，2012．
18． 森恵美：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学概論　母性看護学2，第12版　第１刷，医学書院，
2，65－74，88－109，181－235，369－376，404－427，499－506，2012．　
19． 坂上明子：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学概論　母性看護学2，第12版第１刷，医学書院，
12－15，34－43，65－74，88－109，2012．
20． 岩田裕子：系統看護学講座　専門分野Ⅱ　母性看護学概論　母性看護学1，第12版第１刷，医学書院，
299－306，2012．
[総説・短報・実践報告・資料・その他]
21． 森恵美，坂上明子，土屋雅子：最先端・次世代研究開発支援プログラム　国民との対話・技術対話　
広がる看護職者の仕事2012，第32回日看科会学術集会　2012．
22． 森恵美：妊婦と家族をどう支援するか，月刊「母子保健」，2012年8月号（第640号）， 6－7，2012
23． 森恵美：不妊治療後の妊娠・出産の問題点と心理的ケア，母子保健情報，第66号，71－75，2012
24． 大月恵理子，平石皆子，林佳子，高島えり子，中村康香，坂上明子：【周産期ハイリスクケアの構築】
MFICUにおける看護の実態と課題，助産雑誌，238－243，2012
25． 小澤治美：双生児の母親に対する育児支援，BIRTH，73－80，2012
〔研究状況〕
　本研究分野では，Reproductive Healthに関連した健康問題を持つ女性や，妊娠・分娩・産褥期などにあ
る女性の健康や母性性の発達を促す看護方法に関する研究を行っている。家族育成期の女性とその重要な
パートナーである夫との関係，家族についても調査，検討を重ねている。
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　森は，平成22年度から内閣府による「最先端・次世代研究開発プログラム」の助成を受け，「日本の高年
初産婦に特化した子育て支援ガイドラインの開発」研究に取り組み，今年度で3年目を迎えた。本研究には
坂上，小澤，森田，前川，前原，岩田，土屋，佐伯も共同研究者として参画している。今年度はその研究
成果の一部を15th East Asian Forum of Nursing Scholar（13，15）にて発表した。また第32回日本看護
科学学会学術集会，国民との対話・技術対話（18）では，同研究の背景および概要と研究結果の一部を説
明し，参加者との意見交換を行った。また千葉看護学会第18回学術集会（4）や第32回日本看護科学学会学
術集会（8）では交流集会を行い，参加者と意見交換を行った。また，平成20年度から助成を受けていた文
部科学省科学研究費補助金（基盤研究（B））「高度生殖医療を受けた妊婦の母親役割獲得を促す看護介入
プログラムの開発と実用化」（研究代表者：森恵美）の研究成果を発表（13）し，原著論文（1）にまとめ
た。また，李従紅，森の共同研究（16）はポスター賞を受賞した。
　坂上は，平成22年度より文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「続発性不妊女性の治療と育児
の両立におけるストレスの軽減を促す看護介入の開発と評価」（研究代表者：坂上明子）に取り組んでおり，
小澤も研究分担者として参画している。また，坂上は文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（C））「0歳
児をもつ母親の子育て支援システムの充実を目的とした祖父母教育プログラムの検討」（研究代表者：橋本
美幸）にも研究分担者として参画している。
　小澤は，平成24年度より科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（若手研究（B））「双子のひと
りが障害を有する母親の双子の親になる体験を表す概念モデルの創出」（研究代表者：小澤治美）に取り組
んでいる。
小児看護学教育研究分野
〔原　著〕
1. 中村伸枝，出野慶子，金丸友，谷洋江，白畑範子，内海加奈子，仲井あや，佐藤奈保，兼松百合子：
1型糖尿病をもつ幼児期・小学校低学年の子どもの療養行動の習得に向けた体験の積み重ねの枠組み－
国内外の先行研究からの知見の統合－．千葉看会誌，18(1)，1－9，2012．
2. 谷洋江，中村伸枝，佐藤奈保：摂食障害のリスクがある1型糖尿病をもつ思春期女性における摂食態度
と影響要因に基づく類型化による看護援助の検討．千葉看会誌，18(1)，61－68，2012．
〔学会発表抄録〕
3. 萱野さと美，中村伸枝，佐藤奈保：幼児・学童期に脳腫瘍を発症した思春期患者の親の思い・関わり．
日本小児看護学会第22回学術集会講演集，80，2012．
4. 杉山友理，中村伸枝，佐藤奈保：在宅で幼児期の重症心身障害児を育てる母親自身の健康に関する認
識と健康管理の現状．日本小児看護学会第22回学術集会講演集，97，2012．
5. 内海加奈子：慢性腎不全をもつ子どもとその家族に対する成人期移行に向けた長期的支援の検討と課
題－米国におけるフィールド調査報告－. 第34回日本小児腎不全学会学術集会講演集，138，2012.
6. 濱田有希，中村伸枝，佐藤奈保，仲井あや：学童期にある急性リンパ性白血病患児の家族の退院決定
時から退院までの間の心配と助けになった援助.千葉看第18回学術集会集録，30，2012.
7. 下屋聡平，中村伸枝，佐藤奈保，仲井あや：学童期患児が入院初期に友人関係を築いていくときの体
験と病棟の生活環境から受ける支援.千葉看第18回学術集会集録，31，2012.
8. 牛山愛梨，内海加奈子，中村伸枝：炎症性腸疾患をもつ学童・思春期患者の食生活に関するセルフケ
ア行動と親のサポート.千葉看第18回学術集会集録，32，2012.
9. 田中優子，中村伸枝，佐藤奈保，仲井あや：重症心身障がい児をもつ母親の在宅移行期における体験
と家族への支援.千葉看第18回学術集会集録，33，2012.
10. 塚本春香，中村伸枝，佐藤奈保，仲井あや：乳幼児期の先天性疾患をもつ患児に長期間付き添う母親
の思いとサポートニーズ.千葉看第18回学術集会集録，41，2012.
11. 市川拓也，内海加奈子，中村伸枝：易感染状態にある児とその親とのマスクを着用したかかわりの中
で感じる看護師の困難と対応.千葉看第18回学術集会集録，42，2012.
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12. 安井真実，内海加奈子，佐藤奈保，中村伸枝: 脳腫瘍をもつ幼児の親が感じる放射線療法に対する困難
と児へのかかわり.千葉看第18回学術集会集録，43，2012.
13. 池田安祐美，内海加奈子，佐藤奈保，中村伸枝：初めて腎生検を受ける幼児をもつ親の捉える子ども
の体験,親の思いと看護援助.千葉看第18回学術集会集録，44，2012.
14. 酒井郁子，中村伸枝，宮崎美砂子：交流集会　看護学は専門職連携教育にどのように貢献できるか．千
葉看第18回学術集会集録，56，2012.
15. 中村伸枝，宮本茂樹，松浦信夫，相吉恵，椨瑞希子，高橋みゆき：医療者と小児病棟で働く非医療職
との協働についての調査－小児科部長（医長）の非医療職者雇用に対する認識－．第59回日本小児保
健協会学術集会講演集，132，2012．
16. 中村伸枝，出野慶子，谷洋江，金丸友，白畑範子，佐藤奈保，内海加奈子，兼松百合子，中村慶子，
薬師神裕子：交流集会　小児の成長発達に沿った糖尿病セルフケアの移行と看護．第17回日本糖尿病
教育・看護学会学術集会講演集，47，2012.
17. 高橋平徳，小河祥子，朝比奈真由美，石井伊都子，酒井郁子，中村伸枝，伊藤彰一，岡田聡志，黒河
内仙奈，鈴木優章，関根祐子，田邊政裕，前田崇，増田和司，宮﨑美砂子：千葉大学の学士課程IPE
におけるFD/SDの試み．第５回日本保健医療福祉連携教育学会，2012．
18. 小河祥子，髙橋平徳，朝比奈真由美，石井伊都子，伊藤彰一，岡田聡志，黒河内仙奈，酒井郁子，鈴
木優章，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，前田崇，増田和司，宮﨑美砂子：専門職連携教育プログラ
ムの導入・実施状況と問題・課題点 ．第５回日本保健医療福祉連携教育学会，2012．
19. 仲井あや：早産児が修正33週から35週の時期に示す行動の特徴．第22回日本新生児看護学会学術集会
講演集，116，2012．
20. Nobue　N., Keiko I., Tomo K., Hiroe T., Noriko S., Kanako U., Aya N., Naho S., Yuriko K.: 
Development of a picture book for young children with type 1 diabetes to facilitate child-
mother communication and self-care. Journal of Diabetes Investigation, 3(1), 251, 2012.
21. Shu C.C., Nobue N., Wazumi Y., Kumiko K.: The Common Characteristics of daily Life Pattern 
on Poor Control Days between Type1 and Type2 Diabetic Patients. Journal of Diabetes 
Investigation, 3(1), 247, 2012.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
22. 中村伸枝，宮本沙織，高橋弥生，内海加奈子：小児糖尿病キャンプにおける学童・思春期の若者を対
象とした災害対策の学習．日本糖尿病教育・看護学会誌，16(1) ，35－38，2012．
23. 中村伸枝，奥朋子，松本ゆり子，大野朋加，神津三佳，森田公美子，眞嶋朋子：専門看護師・認定看
護師の実習における評価票の検討．千大看紀要，34号，33－38,2012
24. 荒木暁子，中村伸枝，臼井いづみ，渡辺尚子，松田直正：専門看護師のクリニカルラダー（臨床実践
能力段階別到達目標）および専門看護師育成ラダー（専門看護師の育成指標）試案の作成．千大看紀
要，34号，9－14，2012.
25. 中村伸枝：ライフストーリーからみた「糖尿病をもちながら成長する子どもの体験」と成長発達に沿っ
た看護．小児看護，35(2)，142－147, 2012.
26. 中村伸枝:アンケート調査にみられる，看護師，病棟保育士の実態と問題点．チャイルドヘルス，5(8)，
13－15，2012．
27. 内海加奈子：小児看護と看護倫理、手術件数が多い病棟で慢性疾患をもつ子どもにあまりかかわるこ
とができていないと感じる場面．小児看護，35(8)，1085－1093，2012.
28. 内海加奈子：疾患と看護がわかる看護過程．ナーシングプロセス　小児ネフローゼ症候群（看護編），
Clinical Study，33(14)，41－55，2012．
29. 及川千香子，中村伸枝，田村ヤス子，田中総一郎，惣万佳代子，坂東瑠美：シンポジウム　子どもと
家族への〈確かなケア〉を考えよう．日本小児看護学会誌，21(3), 84－88,2012.
30. 中村伸枝，出野慶子，谷洋江，金丸友，白畑範子，兼松百合子，内海加奈子，仲井あや，佐藤奈保：
はるちゃんといんすりんくん，2012.
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〔研究状況〕
　本教育研究分野では，糖尿病や慢性腎疾患をもつ子どもや障害をもつ子ども，早産児など慢性的な健康
問題をもつ子どもと家族について、看護実践を重ねながら研究を継続するとともに，大学院生等の研究に
関わっている(2,3,4,6－13)．
　競争的資金を獲得して行っている研究は以下の通りである．中村は，平成22－24年度科研費（基盤研究
（C））を得て「糖尿病をもつ子どもの成長発達に沿った看護指針・評価指標の開発」を継続し，成果の一
部を公表する(1,22,25)と共に，関連する学術集会での交流集会を通して発信を行った(16)．また，1型糖尿病
をもつ幼児と母親向けに疾患や療養行動の理解を促す絵本を作成し(30)，国際学会において発表した(20)．
平成22～24年度科研費（基盤研究（B））を得た「小児病棟で働く医師・看護師以外の職種の役割－その実
態と教育制度の確立に関する研究－」（代表：宮本茂樹）では，分担研究者として成果を発表した(15,26)．
佐藤は，平成22－24年度科研費（基盤研究（C））を得た「乳幼児期の障害児を育てる父親に対する看護援
助プログラムの構築」，および，平成23～25年度科研費（基盤研究（B））を得た「家族支援を効果的に進
める家族ビリーフアセスメント方法の開発」（代表：石垣和子）の分担研究者として研究を継続している．
内海は，平成23～25年度科研費（若手研究B）を受けた「学童・思春期にある慢性腎不全患者のセルフマ
ネジメントを支える看護援助モデルの考案」の研究を進めるとともに，米国でのフィールド調査で得られ
た知見を公表する（5）とともに，腎疾患に関するテキストを執筆した(28)．仲井は，科研費（研究活動ス
タート支援）を得て「早産児が修正33週から35週の時期に示す対処行動の特徴」の研究を行い、成果の一
部を発表した(19)．
　その他、中村はIPE教育や専門看護師教育に関わる中で実践報告に加わった(14,17,18,23,24)．
成人看護学
〔原　著〕
1. 眞嶋朋子，楠潤子，渡邉美和，岡本明美，増島麻里子，長坂育代，山下亮子，佐藤まゆみ，正木治恵，
浅野美知恵，佐藤禮子：専門看護師が必要とする看護管理者からの支援－組織文化からの一考察－．
文化看護学会誌，4(1)，13－25，2012．
〔学会発表抄録〕
2. 長坂育代，吉田千文，垣本看子，増島麻里子，瀬尾智美，岡本明美，渡邉美和，楠潤子，阿部恭子，
佐藤まゆみ，西育子，奥朋子，神津三佳，金澤麻衣子，泰圓澄洋子：乳がんサポートグループの効果
的なプログラム展開を目指した運営スタッフの実践．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，236，
2012．
3. 増島麻里子，冨田英津子，井沢知子，奥朋子，木村恵美子，高橋由美子，荒尾晴惠：リンパ浮腫の予
防に対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価第9報　研修修了後1年以上経過の受講者アン
ケート調査より．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，222，2012．
4. 渡邉美和，楠潤子，神津三佳，土屋雅子，西育子，増島麻里子，吉田千文，岡本明美，阿部恭子，佐
藤まゆみ，長坂育代，瀬尾智美，柴田純子，笠谷美保，森田公美子：術後乳がん体験者のためのサポー
トグループの長期的効果の検討－「ほっとカフェ」参加者を対象として－．第26回日本がん看護学会
学術集会講演集，190，2012．
5. 井上泉子，増島麻里子，眞嶋朋子：外来通院している進行胃がん患者の食への取り組み．第26回日本
がん看護学会学術集会講演集，100，2012．
6. 岩爪美穂，櫻井智穂子，増島麻里子，眞嶋朋子：転移性脳腫瘍を有する終末期がん患者の体験．第26
回日本がん看護学会学術集会講演集，146，2012．
7. 岡本明美，佐藤まゆみ，吉田千文，阿部恭子，大野朋加，荒堀有子，増島麻里子，渡邉美和，楠潤子，
長坂育代，土屋雅子，柴田純子，金澤麻衣子，奥朋子，菅原聡美：乳がん手術体験者のサポートグルー
プ運営に対する主観的評価．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，236，2012．
8. 奥朋子，木村恵美子，増島麻里子，井沢知子，高橋由美子，冨田英津子，荒尾晴惠：リンパ浮腫の予
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防に対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価第7報　平成22年度研修運営者への質問紙調査
より．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，221，2012．
9. 川崎美穂子，楠潤子，眞嶋朋子：内視鏡治療をうけた上部消化管がん患者の退院後の体験．第26回日
本がん看護学会学術集会講演集，332，2012．
10. 熊野真紀，長坂育代，眞嶋朋子：外来で緩和的化学療法を受ける進行がん女性患者の子どもとの関わ
りの体験． 第26回日本がん看護学会学術集会講演集，246，2012．
11. 櫻井智穂子，眞嶋朋子：終末期の緩和を目的とした療養への移行におけるがん患者の家族の決断のゆ
れを支える看護援助．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，323，2012．
12. 佐々木つかさ，徳元裕子，阿部あゆみ，松井聖子，増島麻里子：化学療法を受けた造血器腫瘍患者に
対する化学療法食の評価．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，267，2012．
13. 重田宏恵，増島麻里子，眞嶋朋子：同種造血幹細胞移植を受けた造血器疾患患者の苦悩の意味づけ．第
26回日本がん看護学会学術集会講演集，300，2012．
14. 高橋由美子，井沢知子，増島麻里子，奥朋子，木村恵美子，富田英津子，荒尾晴恵：リンパ浮腫の予
防に対する患者教育・指導に資する研修プログラム評価第8報　平成22年度研修受講者を対象としたア
ンケート調査．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，221，2012．
15. 田中史子，楠潤子，眞嶋朋子：補完代替医療を取り入れたがん患者の体験．第26回日本がん看護学会
学術集会講演集，125，2012．
16. 花出正美，季羽倭文子，小野桂子，小野智子，平野友子，増島麻里子，細矢美紀，林美子：がん診療
連携拠点病院相談支援センター相談員のサポートグループの立ち上げ・運営に関する関心・課題・学
習ニーズ．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，187，2012．
17. 戸来瑞希，眞嶋朋子：内分泌療法を受ける前立腺がん患者の身体の受けとめ．第26回日本がん看護学
会学術集会講演集，277，2012．
18. 若杉歩，渡邉美和，増島麻里子，眞嶋朋子：同種造血幹細胞移植を受けた造血器腫瘍患者の再就業の
体験．第26回日本がん看護学会学術集会講演集，238，2012．
19. 阿部恭子，菅原聡美，柴田純子，金澤麻衣子，増島麻里子：乳がん手術体験者のためのサポートグルー
ププログラムの実施と教材開発．第20回日本乳癌学会学術総会プログラム抄録集，394，2012．
20. 戸来瑞希，眞嶋朋子：内分泌療法を受ける前立腺がん患者の病状の受けとめ．千葉看第18回学術集会
集録，40，2012．
21. 田口智恵美，眞嶋朋子：心臓外科手術後人工呼吸器を装着した患者に対する臨床判断を促す教育プロ
グラムを受講したICU看護師の体験．日本看護学教育学会誌学術集会講演集，180，2012．
22. 田口智恵美，眞嶋朋子：胸部外科術後患者に対する経験5年目以上の熟練看護師の臨床判断－抜管まで
に認識する苦痛とリスクへの看護．第9回日本循環器看護学会学術集会プログラム・抄録集，91，2012．
23. 筒井千春，眞嶋朋子：慢性心不全患者の配偶者が患者とともに生活するなかで抱く自己に関する思い．
第9回日本循環器看護学会学術集会プログラム・抄録集，88，2012．
24. 高橋平徳，酒井郁子，山本武志，前田崇，国井由生子，朝比奈真由美，飯田貴映子，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，黒河内仙奈，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，眞嶋朋子，増田和司，宮崎美砂子：
Interprofessional実践能力評価尺度の開発と検証（第１報）　専門職へのインタビューと構成要素の検
討によるアイテム・プールの作成．保健医療福祉連携，111－112，2012．
25. 眞嶋朋子，水野道代，神田清子，二渡玉江，石津みゑ子，増島麻里子，佐藤正美，原田真里子，長坂
育代，笹原朋代：交流集会「がんプロフェッショナル養成基盤推進プランにおけるがん看護e－learning
について」．第32回日看科会学術集会講演集，173，2012．
26. 糸山理恵，眞嶋朋子，増島麻里子：経口抗がん剤で術後補助化学療法を受ける消化器がん患者の治療
に対する取り組み．第32回日看科会学術集会講演集，243，2012．
〔報告書〕
27. 眞嶋朋子，佐藤まゆみ，増島麻里子，泰圓澄洋子，岡本明美，渡邉美和，楠潤子，田崎牧子，長坂育
代：がんプロフェッショナル養成プラン　関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点活動・成果報告
書（平成19年度～23年度）．2012．
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28. 増島麻里子，佐藤まゆみ，吉田千文，阿部恭子，岡本明美，泰圓澄洋子，渡邉美和，楠潤子，長坂育
代：乳がん患者のサポートグループの効果を高めるプログラム構成と有効性に関する研究．平成20年
度～平成23年度科学研究費補助金（基盤研究(B)）研究成果報告書，2012．
29. 伊藤道子，高橋眞理，外崎明子，宮崎美砂子，野地有子，増島麻里子，辻村真由子，加藤沙矢香，安
藤由佳子，清水真由美，柏木公一，遠藤数江：第3章 わが国の医師国家試験問題の分析，看護師等国
家試験への応用．厚労科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）保健師助産師看護師国家
試験の出題形式の改善に関する研究（研究代表者：田村やよひ）平成23年度総括研究報告書，11－26，
2012．
30. 佐浦隆一，増島麻里子：Ⅰ．がんのリハビリテーションに関する正しい知識の普及．厚労科学研究費
補助金（第3次対がん総合戦略研究事業）がんのリハビリテーションガイドライン作成のためのシステ
ム構築に関する研究（研究代表者：辻哲也）平成23年度総括・分担研究報告書，227－258，2012．
〔単行書〕
31. 増島麻里子：第1部リンパ浮腫Q＆A，第3部リンパ浮腫予防指導，増島麻里子（編著）：病棟・外来か
ら始めるリンパ浮腫予防指導．医学書院，9－35，91－96，104－111，2012．
32. 長坂育代：第7章　質的研究．小笠原知枝，松木光子（編），これからの看護研究－基礎と応用－．第
3版，ヌーベルヒロカワ，77－85, 2012．
33. 渡邉美和：第4章 腎・泌尿器疾患をもつ患者の看護．山田明，東原英二，斉藤しのぶ（編），新体系看
護学全書 成人看護学⑦ 腎・泌尿器．第3版，メヂカルフレンド社，299－316，2012．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
34. 増島麻里子，井上泉子：第Ⅳ章 各論：がん患者へのケアとエビデンス，栄養評価．がん看護　根拠が
わかるがん看護ベストプラクティス，17(2)，南江堂，303－308，2012．
35. 中村伸枝，奥朋子，松本ゆり子，大野朋加，神津三佳，森田公美子，眞嶋朋子：専門看護師・認定看
護師の実習における評価票の検討．千葉大学大学院看護学研究科紀要，34号，33－37，2012．
【研究状況】
　成人看護学教育研究分野では，がん看護，終末期看護，心疾患看護，専門看護師教育に関する研究を行っ
ている．また，現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医療組織人育成の教育プログラム－専門
職連携能力をコアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」，および，がんプロフェッショナル養成基盤推進プラ
ン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」に取り組んでいる．
　がん看護については，長坂ら，渡邉らが中心となって，乳がん手術体験者のサポートグループに関する
研究成果を発表し(2，4，7，19)，増島らは，乳がん患者のサポートグループの効果を高めるプログラム構
成と有効性に関して報告書を作成した(28)．増島は，リンパ浮腫予防指導について著述し(31)，増島らが中
心となって，リンパ浮腫の予防に関する研修プログラムについての研究成果を発表した(3，8，14)．また，
増島は，がん患者の栄養評価に関する知見を著述した(34)．その他，消化器がん患者の食(5)，および治療
(26)への取り組み，上部消化管がん患者の退院後の体験(9)，進行がん女性患者の子どもとの関わり(10)，造
血器腫瘍患者の化学療法食の評価(12)，苦悩の意味づけ(13)，ならびに再就業の体験(18)，補完代替医療を取
り入れた患者の体験(15)，前立腺がん患者の受けとめ(17，20)，がん診療連携拠点病院相談支援センター相
談員の活動(16)に焦点を当てた研究成果を発表し，がんのリハビリテーションに関する知識の普及につい
ての報告書をまとめた(30)．文部科学省科学研究費補助金を受けて，楠は，「補完・代替療法に取り組むが
ん患者への看護支援モデルの開発と精練」（若手研究(B)）に，長坂は，「乳がんの女性の不確かさに対する
オンコロジーナースの看護実践」（若手研究(B)）に継続して取り組んでいる．増島は，千葉大学研究支援
プログラムの助成を受けて，「がん患者と家族のための日本における看護サポートプログラムの構築」に取
り組んでいる．
　終末期看護については，転移性脳腫瘍を有する終末期がん患者の体験(6)，終末期の緩和を目的とした療
養への移行(11)に関する研究成果を発表した．増島は，千葉大学COEスタートアッププログラム代表とし
て，「生活文化に即したエンド・オブ・ライフケア」に，渡邉は，文部科学省科学研究費補助金を受けて，
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「終末期がん患者と配偶者の相互作用を支える看護モデルの構築」（若手研究(B)）に継続して取り組んでい
る．
　心疾患看護については，胸部外科手術後患者に対する看護師の臨床判断(21，22)，慢性心不全患者の配偶
者の思い(23)に関する研究成果を発表した．
　専門看護師教育については，眞嶋らは，専門看護師が必要とする看護管理者からの支援について著述し
(1)，文部科学省科学研究費補助金を受けて，「チーム医療を促進する臨床判断に焦点をあてた専門看護師教
育プログラムの開発」（基盤研究(B)）に継続して取り組んでいる．また，専門看護師・認定看護師の実習
における評価票に関する資料を作成した(35)．
　現代的教育ニーズ取組支援プログラム「自律した医療組織人育成の教育プログラム－専門職連携能力を
コアに置いた人材育成－（亥鼻IPE）」については，専門職の実践能力評価尺度に関する研究成果を発表し
た(24)．
　がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン「国際協力型がん臨床指導者養成拠点」においては，前年
度までのがんプロフェッショナル養成プラン「関東広域多職種がん専門家チーム養成拠点」の成果を受けて，
眞嶋らは，活動・成果報告書を作成し(27)，がんプロフェッショナル養成基盤推進プランにおけるがん看護
e－learningに関する研究成果を発表した(25)．また，患者の意思決定を支えるチームアプローチに焦点を
当てたがん緩和ケア多職種養成コースを企画開催した．
　その他，長坂は，看護研究の基礎と応用(32)，渡邉は，腎・泌尿器疾患をもつ患者の看護(33)について執
筆した．また，医師国家試験問題の分析と看護師等国家試験への応用について報告書を作成した(29)．
老人看護学教育研究分野
〔原　著〕
１． 天野（小粥）薫，谷本真理子，正木治恵：がん治療を受けながら下降期を生きる人々の自己の回復．
日看科会誌，32（4），3-11，2012．
２． Nishigaki M, Shimizu Y, Kuroda K, Mori K, Ohara Y, Seto N, Yoneda A, Miyatake Y, 
Kazuma K, Masaki H as The Japan Academy of Diabetes Education and Nursing Research 
Group：Development of a support skil scale in insulin therapy: A nationwide study in Japan. 
Nurse education today, 32(8),892-896, 2012.
３． 眞嶋 朋子, 楠 潤子, 渡邉 美和, 岡本 明美, 増島 麻里子, 長坂 育代, 山下 亮子, 佐藤 まゆみ, 正木 
治恵, 浅野 美知恵, 佐藤 禮子：専門看護師が必要とする看護管理者からの支援　組織文化からの一考
察．文化看護学会誌，４(１)号，13-25，2012．
４． Izumi S., Nagae H., Sakurai C.， Imamura E. : Defining end-of-life care from perspectives of 
nursing ethics. Nursing Ethics, 19 (5), 608-618, 2012.
〔学会発表抄録〕
５． 劉彦，高橋良幸，谷本真理子，正木治恵：糖尿病患者の生活全体のバランスに関する研究．第17回日
本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，123，2012．
６． 中村裕美，河井伸子，正木治恵：１ 型糖尿病女性の妊娠出産の経験．第17回日本糖尿病教育・看護
学会学術集会抄録集，160，2012．
７． 戸田由利亜，谷本真理子，正木治恵：他者と共に在る認知症高齢者の表現する姿．日本老年看護学会
第17回学術集会プログラム，2012．
８． 亀石千園，谷本真理子，正木治恵：新薬導入時のパーキンソン病患者の身体像に関する研究．千葉看
第18回学術集会集録，52-53，2012．
９． 須藤麻衣，谷本真理子，高橋良幸，正木治恵：心臓大血管手術の術後移行期において自己を創造する
高齢者のあり様．第32回日本看護科学学会学術集会講演集，392，2012．
１０． 飯島伸枝，田所良之，谷本真理子，正木治恵：在日コリアン高齢者1世における文化を尊重したデイ
サービスの意味．文化看護学会第4回学術集会抄録集，20，2012.
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１１． 土井美里，田所良之：再発を経験した多発性硬化症患者が捉える対人・社会関係．日本難病看護学会
誌，17(1)，58，2012．
１２． 佐々木ちひろ，田所良之：脊髄小脳変性症疑いで精査目的の入院を経験した患者が機能訓練に伴って
抱く思いについて．日本難病看護学会誌，17(1)，55，2012．
１３． 松平裕佳，田所良之，黒河内仙奈，酒井郁子：介護老人保健施設に勤務する介護職の職業履歴とその
体験．千葉看第18回学術集会集録，27，2012．
１４． 田端佑花，田所良之，谷本真理子，正木治恵：進行性神経難病患者にとっての機能訓練の目的・支
え・困難について．千葉看第18回学術集会集録，50，2012．
１５． 田所良之：日本における患者‐看護師間の対人援助技術の特徴－インドネシア人看護師とその指導者
のインタビューより，第32回日看科学術集会講演集，514，2012
１６． 亀石千園，渡邊賢治，田所良之：多発性硬化症患者のインターフェロン治療に関する文献検討，第32
回日看科学術集会講演集，488，2012．
１７． 谷本真理子，高橋良幸，鳥田美紀代，服部智子，田所良之，正木治恵：エンドオブライフを生きる下
降期慢性疾患患者のセルフケアに着目したケアの質評価指標の開発，第32回日看科学術集会講演集，
494，2012．
１８． Mariko TANIMOTO, Yoshiyuki TAKAHASHI, Yoshiyuki TADOKORO, Mikiyo TORITA, 
Tomoko HATTORI, Harue MASAKI: Factors that contribute to expert nurses' understanding 
of intentions of patients with chronic ilnesses receiving end-of-life care in Japan. Asia Pacific 
Research Symposium(APRS)2012, 24th February 2012,  Singapore. 
 <http://medicine.nus.edu.sg/nursing/events/eafons-aprs2012/file/APRS%20(Poster).pdf>, (last 
access date October 17th, 2012)
１９． Nagae H., Sakurai C., Imamura E., Izumi S.: Defining End-of-Life Care from the Perspective of 
Nursing in Japan. 7th World Research Congress of the European Association for Paliative 
Care, abstracts, 554, 2012.　　
２０． Takahashi Y.: Nurses' perspective on the needs of chronic respiratory patients and their 
families at the end-of-life , 15th East Asian Forum of Nursing Scholars, Forum Proceedings,52, 
2012.
２１． Takahashi Y.,Takahashi Y.: Translation of research evidence for clinical staf practicing at 
regional hospitals in Japan: Activities of an advanced practice nurse, 15th East Asian Forum 
of Nursing Scholars, Forum Proceedings,75, 2012.
２２． 石井秀宗，瀬戸奈津子，平和也，尾形宗士郎，清水安子，正木治恵：糖尿病看護実践能力評価指標の
短縮版尺度の作成．日本テスト学会第１０回大会発表論文抄録集，118-119，2012．
〔報　告〕
２３． 谷本真理子，高橋良幸，田所良之：下降期高齢慢性病者の終末を見据えた包括的セルフケア支援の質
評価指標の開発．平成21年度～平成23年度科学研究費補助金（基盤研究（C）（研究代表者：谷本真理
子）研究成果報告書，2012.
〔単行書〕
２４． 谷本真理子：慢性期における看護 臨床看護学総論. 第5版, 医学書院　85-99, 2012.
２５． 谷本真理子：慢性疾患患者の「食べる」を支えるケア.諏訪さゆり，中村丁次（編著）：「食べる」こ
とを支えるケアとＩＰＷ　第1版　建帛社　105-109,2012．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
２６． H. Masaki, H. Nagae, M. Teshima, S Izumi：Nursing Leadership in a Rapidly Aging Society: 
Implications of “The Future of Nursing” Report in Japan. Nursing Research and Practice, 2012．
２７． Y. Mochizuki, Y. Iwasaki, H. Masaki: The Asian Research & Colaboration Center for Nursing 
& Cultural Studies in Japan. International Journal of Nursing Practice, 18 (S2 ”Nursing and 
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Human Sciences”, 4-7, 2012.
２８． 呉小玉，Hyunjoo Kim，佐伯恭子，諏訪さゆり，正木治恵，井出訓，片岡万里，飯田貴英子，辻村
真由子，張平平：日本老年看護学会第16回学術集会特集Ⅱ：交流集会　高齢者の胃瘻造設や経管栄養
に関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間でのとらえ方の相違か
ら学ぶ．老年看護学，16(2)，26-37，2012．
２９． 廣瀬 穂積, 正木 治恵：脳卒中急性期の回復過程にある患者の主体性のあり様．日本脳神経看護研究
学会会誌，34（2），137-144，2012．
３０． 内野良子，グスタフ・ストランデル，正木治恵，井出訓，片岡万里，辻村真由子，張平平：日本老年
看護学会第17回学術集会特集Ⅰ：交流集会　高齢者の胃瘻造設や経管栄養に関する決定プロセスと，
選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間でのとらえ方の相違から学ぶ（第２報）ヨーロッ
パの国々のとらえ方に目を向けて．老年看護学，17(1)，18-27，2012．
３１． 正木治恵，藤田佐和，井上智子，田中桂子，野末聖香，佐藤エキ子：第31回日本看護科学学会学術集
会シンポジウムⅠ　ケアとキュアの融合を基盤とする看護実践の発展．日看科会誌，32(2)，87-90，
2012．
３２． 正木 治恵, 数間 恵子, 黒田 久美子, 清水 安子, 瀬戸 奈津子, 大原 裕子, 西垣 昌和, 宮武 陽子, 森 
小律恵, 米田 昭子, 研究推進委員会：「糖尿病教育・看護領域に求められている研究課題の優先度の特
定」調査報告．日本糖尿病教育・看護学会誌，16（2），210-213，2012．
３３． 大野 朋加, 正木 治恵：【高齢者乳癌(2)】 老年期(高齢者)の乳癌看護．乳癌の臨床，27（4），399-406，
2012．
３４． 田所良之，高橋良幸，河井伸子，谷本真理子，正木治恵，吉田由香，曳地陵子：大学病院実習モデル
病棟での慢性疾患看護実習における教員と病棟実習指導者との協働的取り組み．千大看紀要，34，20
－26，2012．
　老人看護教育研究分野では，老人看護と慢性病看護に関する教育・研究を行っている．
　老人看護に関しては，高齢者の対象理解に関する研究（７，9）老人看護の実践に関する研究（13，33）
を行った． 
　慢性病看護に関しては，神経難病患者のあり様に関する研究（8，11，12，14，16），慢性病患者のエン
ドオブライフケアに関する研究（1，4，17，18，19，23），慢性病患者の対象理解に関する研究(30)，慢性
病看護の実践知に関する研究（20）に取り組み発表した．また，慢性病看護に関する単行書の執筆に携わっ
た（24，25）
　糖尿病看護に関しては，糖尿病患者の対象理解に関する研究（5，6），糖尿病患者への看護実践に関する
研究（２，２２）、糖尿病看護研究の実態把握調査（32），に取り組み発表を行った．
　その他，老人看護における文化や日本文化型看護に関する研究（10，15，27，28，29），看護学教育に関
する研究（34），専門看護師・認定看護師の活動や看護実践の発展に関する研究（3，21, 26，31）を行っ
た．
　今年度は，正木が「高齢者の豊かな最晩年を創出する終生期ケア質指標の開発」（文部科学省研究補助金
（基盤研究B），田所が「日本における患者‐看護師間の対人援助関係の構築・促進・維持に関する看護援
助の特徴」（科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金（基盤研究C）），河井が「2型糖尿病患者の主
体的な生活を支える連続性を基盤とした看護実践評価指標の開発」（科学研究費助成事業（学術研究助成基
金助成金（基盤研究C））を受け，研究を進めている．
精神看護学教育研究分野
〔原　著〕
1． Hanzawa, S., Nosaki, A., Yatabe, K., Nagai, Y., Tanaka, G., Nakane, H., Nakane, Y. : Study of 
understanding the internalized stigma of schizophrenia in psychiatric nurses in Japan. 
Psychiatry And Clinical Neurosciences, 66 (2), 113-20, 2012.
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nurses working in an adolescent inpatient psychiatric ward in Japan. Journal of Child and 
Adolescent Psychiatric Nursing, 25(3), 124-29, 2012.
3． 喜多祐荘，黒岩誠，廣池利邦，岩崎弥生，久保朋子：田野畑村におけるお手伝い．こころの健康，27(1)，
41-52，2012．
4． 高木初子, 野崎章子, 大塚公一郎, 前原多鶴子, 高久美子, 水戸美津子：地方都市の大学附属病院で働
く看護師のキャリア・ニーズ. 日本看護学会論文集: 看護管理, 42,131-133, 2012．
　
〔学会発表抄録〕
5． 岩崎弥生：被災後の精神的ケア：田野畑での経験から．日本精神衛生学会ワークショップ―被災地の
人と共に学ぶ．秦野市ふるさと館，2012．
6． 岩崎弥生：田野畑村訪問から被災地支援について考える．日本精神衛生学会第28回大会ワークショッ
プ：東日本大震災の被災住民と支援者の心をささえる．東京農工大学，2012.
7． 柏原祐太，安齋美穂, 岩坂亜紀子，木村あゆみ，土井美希子，菊地信示郎，周敏敏，森ますみ，森内
加奈恵，山本美佐江，野崎章子：コーピングスキルの向上に継続看護が果たした役割―解離性障害の
患者の事例を通して―．日本精神科看護技術協会千葉県支部第37回看護研修会看護研究発表会抄録集，
19-20，2012．
8． Nosaki, A., Otsuka, K., Hanzawa, S., Iwasaki, Y.: Developing community-based program to 
improve resilience of Japanese-Brazilian children in Japan for mental health promotion. Asia-
Pacific Psychiatry, 4, supplement1, 111, 2012.
〔報告書〕
9． 喜多祐荘，岩崎弥生，廣池利邦：岩手県田野畑村の村人の支え合う活動―祖先の団結と防災の知恵、
被災者・遺族のケア．日本精神衛生学会理事会報告，2012．
〔単行書〕　
10． 岩﨑弥生：事例研究　基礎編．松木光子・小笠原知枝（編），これからの看護研究―基礎と応用．ヌー
ヴェルヒロカワ，61-76，2012．
11． 岩﨑弥生：事例研究　応用編．松木光子・小笠原知枝（編），これからの看護研究―基礎と応用．ヌー
ヴェルヒロカワ，287-296，2012．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
12． Mochizuki, Y., Iwasaki, Y., Masaki, H.: The Asian research & colaboration center for nursing 
& cultural studies in Japan. International Journal of Nursing Practice, 18(Suppl.2), 4-7, 2012. 
13． 板橋直人, 半澤節子, 永井優子, 野崎章子, 宮田真理子, 谷田部佳代弥, 小川錦次：統合失調症事例に対
する地域生活の困難に関する認識　精神科看護職者の職種及び精神科勤務年数との関連について. 自
治医科大学看護学ジャーナル, 9, 53, 2012．
14． 板橋直人, 野崎章子, 小池純子, 永井優子, 半澤節子：精神科看護職者の統合失調症患者に対する認識
の変化　看護方式変更に着目して. 自治医科大学看護学ジャーナル, 9, 65, 2012．
15． 喜多祐荘，岩崎弥生，廣池利邦：高齢者と介護者のメンタルヘルス研究班調査研究支援活動―東日本
大震災の岩手県田野畑村人の支えあう力を思い起こし強める．日本精神衛生学会Mental Health 
News Letter, 89, 6，2012．
16． 岩﨑弥生：特別寄稿を頂戴して．文化看護学会誌，4(1)，47．2012．
17． 岩﨑弥生：遠隔授業補助教材　ストレスとメンタルヘルス．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成
プロジェクト，2012．
18． 岩﨑弥生：遠隔授業補助教材　認知症の理解．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プロジェクト，
2012．
19． 岩﨑弥生：遠隔授業補助教材　精神疾患の理解と看護．世界銀行ベトナム看護教育リーダー育成プロ
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ジェクト，2012．
20． 野崎章子,半澤節子, 大塚公一郎, 簗瀬順子, 石川アンナ, 本多エリザ：在日ブラジル人児童へのメンタ
ルヘルス支援　児童と家族への地域を基盤とした支援方法の検討. 自治医科大学看護学ジャーナル, 
9, 48-49, 2012．
〔研究状況〕
　本研究分野では，国内外の精神看護実践の質向上のための研究活動に取り組んでいる．特に，精神障害
児・者とその家族を対象とした障害者本人の体験や力量に焦点を当てた研究を中核に据え，精神看護にお
ける援助技術の開発に関する研究を継続している．自然災害の被災者，中国山東省農村部の女性，在日外
国人児童などを対象としたメンタルヘルス支援に関する研究も継続して行っている．そして，今年度から
新たにラオスにおける精神障害を持つ人々の日常生活に関する研究に着手した．
　精神障害者への看護援助に関する研究では，統合失調症をもつ患者の地域生活の困難に関する認識や，
精神科看護職者の統合失調症患者に対する認識の変化に関する研究の成果を発信した(1, 13, 14)．また，こ
れまでの精神看護に関する研究成果をもとに，看護研究の方法論に関する知識を発信し(10, 11)，世界銀行
のベトナム看護教育リーダー育成プロジェクトにおいて精神看護実践に関する教材を開発 (17, 18, 19)し
た．
　メンタルヘルスに関する研究では，東日本大震災後の岩手県田野畑村における被災者支援の実践につい
て報告した(3, 5, 6, 9, 15)．野崎が文部科学省科学研究費補助金の助成を受け，災害に強いレジリアントな
在日外国人コミュニティ形成支援に関する研究に着手した．
　児童思春期メンタルヘルス支援に関する研究としては，在日ブラジル人の児童と家族への地域を基盤と
した支援方法に関する研究成果をまとめ(8，20)，井上は児童思春期精神看護の継続教育ニーズに関する研
究をまとめ(2)，さらに文部科学省科学研究費補助金の助成を受け，家族支援のための児童思春期精神看護
における継続教育プログラムの検討についての研究を行っている．
　これらの他に，看護師のキャリア・ニーズやコーピングスキルの向上に継続看護が果たした役割に関す
る研究の成果を発信した(4, 7)．
地域看護学教育研究分野
〔原　著〕
1． 上田修代：地域看護実践における保健師のリフレクションを構成する概念の解明．千葉看会誌，18(1)，
45－52， 2012．
2． 桑原ゆみ，宮﨑美砂子：市町村国民健康保険による特定健康診査受診に関する知識・態度・行動－定
期受診者および不定期受診者への半構造化面接より－．千葉看会誌，18(1)，53－60，2012．
〔学会発表抄録〕
3． 上田修代，宮﨑美砂子：健康づくりの看護実践における熟練保健師のリフレクションの過程と内容の
特徴．日本地域看護学会第15回学術集会講演集，59，2012．
4． 桑原ゆみ，宮﨑美砂子：特定健診経験者の健診受診に関する知識・態度・行動．日本地域看護学会第
15回学術集会講演集，70，2012．
5． 高橋秀治，石丸美奈，宮﨑美砂子：学校や職域と連携した生活習慣病予防活動におけるライフサイク
ルの視点．日本地域看護学会第15回学術集会講演集，75，2012．
6． 奥田博子，宮﨑美砂子，岩瀬靖子：大規模災害時の効果的な保健活動体制の構築に関する研究－ソー
シャル・キャピタルの視点から－．日本地域看護学会第15回学術集会講演集，81，2012．
7． 牛尾裕子，松下光子，飯野理恵：学士課程看護学基礎教育における地区診断の教育方法－大学地域看
護学教員が重視する教授内容と教育上の工夫の分析から－．日本地域看護学会第15回学術集会講演集，
92，2012．
8． 宮﨑美砂子，飯野理恵，岩瀬靖子，時田礼子，石丸美奈，杉田由加里，佐藤紀子：予防活動の持続・
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発展に関わる地域看護実践の要件．日本地域看護学会第15回学術集会講演集，146，2012．
9． 石丸美奈，山田洋子，梅津美香，松下光子：保健師の学びからみた研究的取組みを通した人材育成の
特徴．日本地域看護学会第15回学術集会講演集，149，2012．
10． 小河祥子，髙橋平徳，朝比奈真由美，石井伊都子，伊藤彰一，岡田聡志，黒河内仙奈，酒井郁子，鈴
木優章，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，前田崇，増田和司，宮﨑美砂子：専門職連携教育プログラ
ムの導入・実施状況と問題・課題点．日本保健医療福祉連携教育学会第5回学術集会，45，2012．
11． 高橋平徳，小河祥子，朝比奈真由美，石井伊都子，酒井郁子，中村伸枝，伊藤彰一，岡田聡志，黒河
内仙奈，鈴木優章，関根祐子，田邊政裕，前田崇，増田和司，宮﨑美砂子：千葉大学の学士過程IPE
におけるFD/SDの試み．日本保健医療福祉連携教育学会第5回学術集会，53，2012．
12． 宮﨑美砂子：パネルディスカッション（市民公開）大災害における市町村保健師の公衆衛生看護活動．
第71回日公衛会抄録集，75，2012．
13． 飯野理恵，宮﨑美砂子，石丸美奈，岩瀬靖子，時田礼子，上田修代，杉田由加里，伊藤紀子，土屋裕
子，栗栖千幸：予防活動を持続的に展開するための実践方法の特徴．第71回日公衛会抄録集，227，
2012．
14． 佐藤紀子，雨宮有子，丸谷美紀，大光房枝，細谷紀子，井出成美，岩瀬靖子，飯野理恵，時田礼子，
宮﨑美砂子，宮澤早織：介護予防事業における高齢者のエンパワメント支援の現状．第71回日公衛会
抄録集，366，2012．
15． 宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，牛尾裕子，岩瀬靖子，大内佳子，松下清美，加藤静子，小窪和
博：東日本大震災の被災市町村における発災後の保健師活動体制再構築の様相．第71回日公衛会抄録
集，479，2012．
16． 石丸美奈，安田貴恵子，山崎洋子，井出知恵子：保健師の現任教育における課題解決を図るための研
究的取組みの現状と課題．第71回日公衛会抄録集，509，2012．
17.  Misako M. and Elizabeth A.: Curriculum Development. Organized Symposia ‘From Little 
Acorns Great Oak Trees Grow’-Developing an International Community of Practice in 
International Education and Colaborative Practice, the 6th International Conference for 
Interprofessional Educaion and Colaborative Practice, Kobe, 2012.
18. Mina I., Yoko Y., Mika U., Mitsuko M.：Participation of Nursing faculty with Public Health 
Nurses in the Process of Colaborative Research, Academic Nurse-Managed Welness Care 
Centers the 9th International Conference Abstracts, 145, 2012．
19. Mina I., Yoko Y., Mika U., Mitsuko M.：Experiential learning of Public Health Nurses Through 
Participation in Colaborative Research, Networking for Education in Healthcare Conference 
Abstracts for poster, 37, 2012.
〔報告書〕 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
20.  宮﨑美砂子，奥田博子，春山早苗，牛尾裕子，岩瀬靖子，大内佳子，松下清美，加藤静子，小窪和博：
東日本大震災の被災地の地域保健活動基盤の組織体制のあり方に関する研究．厚生労働科学研究費補
助金 地域健康安全・危機管理システムの機能評価及び質の改善に関する研究（研究代表者 多田羅浩
三）平成23年度分担研究報告書（研究分担者 宮﨑美砂子），1－38，2012.
〔単行書〕
21.  宮﨑美砂子：第1章Ⅰ公衆衛生看護学とは，第4章公衆衛生看護学研究．最新公衆衛生看護学第2版改題(
宮﨑美砂子ほか編集)，2－20，328－360，2012.
22． 宮﨑美砂子：第3章Ⅱ行政看護管理活動．最新公衆衛生看護学総論第2版改題（宮﨑美砂子ほか編集），
228－245，2012.
23． 石丸美奈：第1章Ⅱ成人・高齢者保健福祉活動．最新公衆衛生看護学総論第2版改題（宮﨑美砂子ほか
編集），86－137，2012．
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24． 今松友紀，佐藤紀子，宮﨑美砂子：地域活動参加に至った生活習慣病ハイリスク者の健康・生活に対
する意識の発展過程．日本地域看護学会誌，15(1)，79－88，2012.
25． 石川志麻，宮﨑美砂子，石丸美奈：市町村保健師の委託事業を利用したマネジメント行為の特徴．千
葉看会誌，18(1)，77－85，2012．
26． 松下光子，石丸美奈，山田洋子：行政保健師が実践経験を通して得ている保健師活動についての学び．
岐阜県立看護大学紀要，12(1)，25－32，2012．
〔研究状況〕
　地域看護学教育研究分野では，行政サービスを担う保健師の活動方法に焦点をあて，家族や地域で生活
する人々に個別に関わる看護を基盤にしながら，ケア体制作り，地域づくり，行政施策づくりにかかわる
公衆衛生看護の専門知識・技術の開発に取り組んでいる．
　宮﨑は，厚生労働科学研究費補助金の研究分担者として「東日本大震災の被災地の地域保健活動基盤の
組織体制のあり方に関する研究」に取り組み，報告書をまとめた（20）．また，平成22年度より文部科学省
科学研究費補助金（基盤研究C）を受けて，「予防活動の持続・発展に影響を与える体制・システム構築に
関する地域看護技術」に取り組んでいる（8，13）．
　石丸は，「保健師への課題解決支援を通して追求する人材育成と現任教育のあり方に関する研究」につい
て，文部科学省科学研究費補助金（基盤研究C）を受け，平成22年度より調査研究に取り組んでいる（9，
16，18，19）．
　岩瀬は，「軽度発達障害児の療育支援体制の充実にむけた活動評価指標の開発」について，文部科学省科
学研究費補助金（若手研究）を受け，調査研究に取り組んでいる．時田も平成24年1月から3月の間，「自立
支援法施行後の保健部門の保健師による精神保健活動の個別支援のあり方の導出」について，同研究費補
助金（若手研究）を受け，調査研究を実施した．飯野は，平成24年度より，文部科学省科学研究費補助金（基
盤研究C）を受け，「住民との共働による生活習慣病予防活動の評価指標の開発」に取り組んでいる．上田
は，「リフレクションを活用した新任期保健師の専門能力向上教育プログラム開発の基礎研究」について，
平成24年度科学研究費助成金（研究スタート支援）を受け，調査研究に取り組んでいる．
　また，宮﨑は，医学部・薬学部・看護学部が平成19年度から共同して取り組んでいる専門職連携教育
（IPE）に推進メンバーの１人としてかかわると共に（10，11，17），平成23年度から，関連事業として特
別経費プロジェクト「専門職連携能力の高い医療系人材の持続的育成のための基盤強化」の推進にかかわっ
ている．
訪問看護学教育研究分野
【原　著】
1. 小笹優美，諏訪さゆり：認知症グループホームにおいて医療処置を要する利用者のケアにかかわる訪
問看護師のケア行動の特性．日本在宅ケア学会誌,15(2),35－44,2012.（日本在宅ケア学会　奨励論文賞
受賞）
【学会発表抄録】
◎和文
2. 松永美根子，諏訪さゆり，中島真理：認知症の人の食事ケアを考える－パーソンセンタードケアにお
ける5つの要素の視点から－．日本認知症ケア学会誌，400，2012．
3. 諏訪さゆり，池崎澄江，得居みのり，佐伯恭子，太田喜久子：摂食嚥下困難な高齢者への人工的な水分・
栄養補給（AHN）の導入と看護に関する調査－急性期病院の看護管理者を対象とした量的調査－．日
本老年看護学会第17回学術集会抄録集，71，2012.
4. 正木治恵，辻村真由子，井出訓，片岡万里，張平平，飯田貴映子：高齢者の胃ろう造設や経管栄養に
関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間での捉え方の相違から学
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ぶ（第２報）－延命目的で施されていないヨーロッパの国々の捉え方に目を向けて－．日本老年看護
学会第17回学術集会抄録集，78，2012.
5. 杉山智子，湯浅美千代，島田広美，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり，吉田
千文，麻生佳愛，小野幸子，野口美和子：急性期病院での認知症看護の改善に向けた取り組みへの研
究プログラムの開発と評価，日本老年看護学会第17回学術集会抄録集，94，2012.
6. 石橋みゆき，諏訪さゆり，島村敦子，湯本晶代，田中智美：認知症高齢者の退院後の生活再構築を促
進する援助者の要因－退院後の生活再構築のための援助指針作成を目指して－．日本老年看護学会第
17回学術集会抄録集，103，2012.
7. 大塚眞理子，丸山優，湯浅美千代，島田広美，杉山智子，酒井郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり，吉田
千文，麻生佳愛，小野幸子，野口美和子：急性期病院で新しい取り組みを普及すための組織のアセス
メント視点　認知症看護の改善に取り組みのための研修プログラムから．日本老年看護学会第17回学
術集会抄録集，201，2012.
8. 酒井郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり，吉田千文，湯浅美千代，島田広美，杉山智子，大塚眞理子，丸
山優，麻生佳愛，小野幸子，野口美和子：急性期病院の看護管理者が表現した認知症看護の理想とビ
ジョン　認知症看護の改善に向けた取り組みのための研修プログラムから．日本老年看護学会第17回
学術集会抄録集，202，2012.
9. 島村敦子，石垣和子，伊藤隆子，辻村真由子，石橋みゆき，諏訪さゆり：在宅認知症高齢者に対する
入浴援助における訪問看護師の援助姿勢．日本老年看護学会第17回学術集会抄録集，248，2012.
10. 辻村真由子，石垣和子，胡秀英，相原綾子：異文化環境で高齢期を迎える人々の健康状態と医療・看
護・介護ニ－ズの実態調査－A県在住の中国帰国者とその中国人配偶者を対象として－．日本老年看
護学会第17回学術集会抄録集，277，2012.
11. 辻村真由子，石垣和子，胡秀英，相原綾子：異文化環境で高齢期を迎える人々の生活および社会参加
状況の実態調査－A県在住の中国帰国者とその中国人配偶者を対象として－．老年社会科学，34(2)，
日本老年社会科学会第54回大会要旨号，286，2012.
12. 辻村真由子，石垣和子：日本・中国間の家族観および家族看護実践に関する文化差の検討：中国人看
護師へのインタビュー調査から．日本家族看護学会第19回学術集会プログラム抄録集，117，2012．
13. 能川琴子，辻村真由子，島村敦子，諏訪さゆり：訪問看護師とホームヘルパーのスムーズな連携を可
能にする方策の検討－医療ニーズの高い在宅療養者への支援に焦点を当てて－．第5回日本保健医療
福祉連携教育学会学術集会抄録集，77，2012．
14. 長江弘子，吉本照子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自律性を育てる教育プログラムにおける学習支
援体制づくりの試み．日公衛会抄録集，394，2012．
15. 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自律的な在宅看護スキル開発を支援するための
自己評価票試案の作成．日公衛会抄録集，394，2012．
16. 伊藤隆子，亀井縁，辻村真由子，雨宮有子，吉田千文：在宅ケアにおける倫理的ジレンマへの対処を
促す支援プログラムの開発と有効性の検討．第32回日看科会学術集会講演集，531，2012．
17. 春日広美，諏訪さゆり：家族介護者が抱える家族間のストレスの様態－訪問看護での記述ケア活動で
みえた3家族におけるストレス－．第32回日看科会学術集会講演集，328，2012．
◎英文
18. Ito R., Kawasaki Y., Tsujimura M, Yoshida C., Ishibashi M., Chiba Y., Ueno M., Ishigaki K: 
Moral distress experienced by administrators of home visit nursing agencies and their coping 
strategies, Journal of Nursing Interventions, 18(1), Abstracts of the 15th East Asian Forum of 
Nursing Scholars (EAFONS) and Asia Pacific Research Symposium (APRS), 112-113, 2012. 
【報告書】
19. 諏訪さゆり，高林克比古：在宅療養している高齢者が急変を起こさないためのケアマネジャー実践講
座．公益財団法人 在宅医療助成 勇美記念財団　2010（平成22）年度 在宅医療助成 指定公募（後期）
「ケアマネジャーを対象とした在宅医療の研修」完了報告書，1－49，2012．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－69－
20. 島村敦子，諏訪さゆり，石橋みゆき，辻村真由子：療養者と家族の気持ちを汲み取る訪問看護師の技
－場の空気を読むために－．公益財団法人　在宅医療助成　勇美記念財団　2010（平成22）年度　一
般公募（後期）完了報告書，1－27，2012．
21. 福井小紀子，青木かおる，上野桂子，清水準一，高砂裕子，辻村真由子，津野陽子，藤田淳子：平成
23年度老人保健事業推進費等補助金（老人保健健康増進等事業）訪問看護の基礎強化に関する調査研
究事業～訪問看護事業所の基盤強化促進に関する実態調査～　報告書，1－162，2012．
22. 朝田隆，泰羅雅登，石合純夫，清原裕，池田学，諏訪さゆり，角間辰之：平成23年度厚労科学研究費
補助金（認知症対策総合研究事業）都市部における認知症有病率と認知症の生活機能障害への対応　
報告書，2012．
23. 藤田伸輔，江本直也，横手幸太郎，篠宮正樹，大江和彦，高林克日己，中谷純，今井健，諏訪さゆり：
平成２３年度総括研究報告書 厚労科学研究費補助金 政策科学総合研究事業統計情報総合研究事業 
ICFを用いた慢性疾患病状推移統計システムの構築．1－86，2012．
24. 社団法人日本老年医学会，ワーキンググループ（甲斐一郎，飯島節，清水哲郎，会田薫子，諏訪さゆ
り，佐伯恭子，西村美智代，結城拓也，二宮英温，森田茂生，大山均）：平成23年度厚労省老健局老人
保健健康増進等事業　報告書　高齢者の摂食嚥下障害に対する人工的な栄養・水分補給法の導入をめ
ぐる意思決定プロセスの整備とガイドライン作成．１－２９１，2012．
【単行書】
25. 스와　사유리（諏訪さゆり）：치매케어를 위한 약물 가이드 북（認知症ケアのための薬物ガイドプッ
ク(直訳）)．(주)노인연구정보센터，2012.
26. 諏訪さゆり：第Ⅵ章　さまざまな対象者への在宅看護　2．認知症高齢者への在宅看護．石垣和子，上
野まり（編），看護学テキストNiCE　在宅看護論　自分らしい生活の継続をめざして，南江堂，136－
145，2012．
27. 辻村真由子：第Ⅱ章　在宅看護の法的基盤とシステム　4．居宅等における医行為の特徴と課題．石垣
和子，上野まり（編），看護学テキストNiCE　在宅看護論　自分らしい生活の継続をめざして，南江
堂，28－30，2012．
28. 辻村真由子：第Ⅷ章　ヘルスアセスメントと看護技術②－在宅療養支援－　3．排泄支援．石垣和子，
上野まり（編），看護学テキストNiCE　在宅看護論　自分らしい生活の継続をめざして，南江堂，278
－286，2012．
29. 辻村真由子，相原綾子：第Ⅸ章　諸外国の在宅看護　4．韓国の在宅看護．石垣和子，上野まり（編），
看護学テキストNiCE　在宅看護論　自分らしい生活の継続をめざして，南江堂，348－350，2012．
30. 島村敦子：第Ⅳ章　在宅看護と施設看護，保健師活動との連携　2．多様化する看護の場と看護の提供
方法　A．外来．石垣和子，上野まり（編），看護学テキストNiCE　在宅看護論　自分らしい生活の
継続をめざして，南江堂，58－60，2012．
31. 諏訪さゆり，藤田伸輔：第2章　ICF－「食べる」を支えるケアと専門職連携の基盤－．諏訪さゆり，
中村丁次（編），「食べる」ことを支えるケアとIPW，建帛社，5－16，2012．
32. 諏訪さゆり：第14章　認知症の人の「食べる」を支えるケア．諏訪さゆり，中村丁次（編），「食べる」
ことを支えるケアとIPW，建帛社，140－146，2012．
33. 諏訪さゆり，佐伯恭子：第15章　エンドオブライフケアにおける「食べる」を支えるケア　15－2.　
誤嚥性肺炎予防のケア．諏訪さゆり，中村丁次（編），「食べる」ことを支えるケアとIPW，建帛社，
151－155，2012．
34. 島村敦子：第13章　在宅ケア・在宅療養を必要とする患者の「食べる」を支えるケア　13－2.訪問に
よる「食べる」を支えるケア．諏訪さゆり，中村丁次（編），「食べる」ことを支えるケアとIPW，建
帛社，131－138，2012．
35. 諏訪さゆり：第4章　認知症の人たちへの地域支援総論　Ⅲ．身体合併症の治療を要するケースへの対
応．認知症介護研究・研修東京センター監修，認知症地域ケアガイドブック，ワールドプランニング，
107－115，2012．
36. 諏訪さゆり，辻村真由子：アルツハイマー型認知症のケア－病者の尊厳を守る．松下正明監修，東京
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－70－
顕微鏡院創立120周年記念シンポジウム講演集　アルツハイマー型認知症の治療・予防戦略－研究・治
療・ケアの最前線から－，財団法人東京顕微鏡院，53－66，2012．
37. 社団法人　日本老年医学会編（ワーキンググループ：甲斐一郎，清水哲郎，飯島節，諏訪さゆり，西
村美智代，二宮英温，会田薫子）：高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライン　人工的水分・
栄養補給の導入を中心として　2012年版．医学と看護社，2012．
38. 諏訪さゆり：第Ⅱ章　認知症高齢者の生活リズムと睡眠の関係は？．道又元裕監修，ケアの根拠　第
２版―看護の疑問に答える180のエビデンス，日本看護協会出版会，１６３，2012．
【総説・単報・実践報告・資料・その他】
39. 山本則子, 岡本有子, 高井ゆかり，近藤ゆり子, 千原明美，辻村真由子：家族の研究・理解・支援:家族
看護学を考える(2) 認知症高齢者の社会資源活用のための家族支援技術　介護支援専門員へのインタ
ビューより．保健の科学，54（9），597－601，2012.
40. 大内尉義, 鳥羽研二，太田喜久子, 樋口範雄, 島薗進, 甲斐一郎, 清水哲郎, 飯島節, 諏訪さゆり, 西村美
智代, 二宮英温, 会田薫子：高齢者ケアの意思決定プロセスに関するガイドライン　人工的水分・栄養
補給の導入を中心として．日本老年医学会雑誌，49（5），633－645，2012．
41. 呉小玉，Hyunjoo Kim，佐伯恭子，諏訪さゆり，正木治恵，井出訓，片岡万里，飯田貴映子，辻村真
由子，張平平：高齢者の胃瘻造設や経管栄養に関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上
の問題に関する多国間でのとらえ方の相違から学ぶ．老年看護学，16（2），26－37，2012．
42. 諏訪さゆり：特集　認知症の人の権利擁護　認知症ケアにおける倫理．日本認知症ケア学会誌，10（4），
454－461，2012．
43. 心光世津子，遠藤淑美，諏訪さゆり：精神看護学実習にICF（国際生活機能分類）の視点を導入する
試み．精神科看護，39，41－49，2012．
44. 長江弘子，吉本照子，辻村真由子，松永敏子，山木まさ，星野惠美子，澤田いつ子，虻川良子，保坂
和子，鈴木朋子，権平くみ子：「協会」「大学」「ステーション」で協働する千葉県の地域連携型人材育
成の試み－自律した訪問看護師を現場で育てる！「新卒訪問看護師教育プログラム」の開発－．訪問
看護と介護，17(9)，803－808，2012．
45. 諏訪さゆり：「認知症ケア事例ジャーナル」を活用しよう．認知症ケア事例ジャーナル，5（2），184－
186，2012．
46. 春日広美, 諏訪さゆり：高齢の母をひとりで介護する娘への記述ケアの試み．認知症ケア事例ジャー
ナル，4（4），320－332，2012．
47. 小笹優美，諏訪さゆり：グループホームで生活する認知症高齢者のもつ力を引き出した訪問看護師の
かかわり．認知症ケア事例ジャーナル，5（2），113－122，2012．
48. 島村敦子，松浦志野，石垣和子：認知症高齢者の気持ちに気づくことから訪問看護師による入浴ケア
が定着した一事例．認知症ケア事例ジャーナル，5（2），103－110，2012．
49. 春日広美，諏訪さゆり：日中独居の状態にある認知症要介護者の家族への記述ケアの試み．認知症ケ
ア事例ジャーナル，5（3），103－110，2012．
50. 髙栁千賀子，片倉直子，鳥田美紀代，辻村真由子，相原綾子：医療的ケアニーズが高まる特別養護老
人ホームの看護職が認識する介護職との連携のあり方についての検討．千葉県立保健医療大学紀要，
3(1)，29－36，2012．
51. 伊藤隆子，川崎由理，辻村真由子，吉田千文，石橋みゆき，千葉由美，上野まり，石垣和子：日本の
看護師が経験するモラルディストレス－国内文献のメタ統合の試み．千葉県立保健医療大学紀要，
3(1)，71－79，2012．
52. 辻村真由子：短期集中連載　介護報酬・診療報酬の同時改定が示す“訪問看護のこれから”（第3回）
全国の訪問看護ステーションにおける衛生材料等調査の結果．コミュニティケア，14(11)，65－71，
2012．
53. 石橋みゆき，諏訪さゆり，島村敦子：認知症高齢者の退院後の生活再構築を目標とした援助指針の作成．
医療の広場，52（12），13－16，2012．
54. 諏訪さゆり：市民科学館　講演「健康と科学」第4回「認知症の人の尊厳を支えるケア」．2012年12月
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－71－
（千葉）．
55. 内野良子，グスタフ・ストランデル，正木治恵，井出訓，片岡万里，辻村真由子，張平平：高齢者の
胃瘻造設や経管栄養に関する決定プロセスと，選択権をはじめとする倫理上の問題に関する多国間で
のとらえ方の相違から学ぶ（第2報）－ヨーロッパの国々のとらえ方に目を向けて－，老年看護学，17(1)，
18-27，2012．
【研究状況】
　訪問看護学教育研究分野では，地域で生活する高齢者や認知症を持つ在宅療養者，および在宅療養者を
支える看護・介護専門職の実践内容や連携に焦点を当て，在宅医療・在宅ケアの推進，訪問看護サービス
の質向上・普及を目指し研究に取り組んでいる．
　諏訪は，平成23年度厚労科学研究費補助金（認知症対策総合研究事業）「都市部における認知症有病率と
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facility and resident characteristics associated with the site of death，Health Policy，105（2-3），
303-11，2012．
3. 南島多麻美，北池正，緒方泰子：地区組織活動の効果に関する研究－ベトナム農村部における愛育班
活動による妊婦への影響－．日本国際保健医療学会雑誌，27（4），349-362，2012.
4. 深田順子，鎌倉やよい，北池正，石垣和子：訪問看護における摂食・嚥下障害看護を推進する要因と
妨げる要因．日摂食嚥下リハ会誌，16（3），253-268，2012.
［学会発表抄録］
5. 北池正：自己効力感を高める小・中学生の生活習慣改善の取り組み．学校保健研究，54（Suppl．），
185，2012.
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6. 野地有子, 緒方泰子, 北池正：看護師の文化的対応能力に関する研究―測定ツールの基礎的文献検討―．
第32回日本看護科学学会学術集会講演集，524，2012．
7. 鈴木友子, 北池正：整形外科疾患を有する在宅高齢者のソーシャルサポートと活動状況に関する研究．
第32回日本看護科学学会学術集会講演集，297，2012．
8. 河部房子，黒田久美子，野地有子，北池正，小山田恭子，上本野唱子，福本良之 ，若杉歩，池袋昌
子，西山正恵：看護系大学と実習病院との連携・協働を構成する要因に関する研究－組織長間の連携
に関する事例分析を通して．第32回日本看護科学学会学術集会講演集，513，2012．
9. 小山田恭子，河部房子，黒田久美子，野地有子，北池正，上本野唱子，福本良之 ，若杉歩，池袋昌
子，西山正恵：看護系大学と実習病院との連携・協働を構成する要因に関する研究－A大学の教員／
指導者間の連携に関する事例分析－．第32回日本看護科学学会学術集会講演集，513，2012．
10. Kawabe,F., Noji,A., Kitaike,T., Kuroda,K.：Factors the Promoted Partnership and Colaboration 
between Nursing Schools and Training Hospitals: Case Study Analysis of Colaboration 
between Organizational Leaders．The 9th International Conference，Soul National University，
2012.
11. 菅原千賀子, 池崎澄江, 北池正：東日本大震災における自治体職員の血圧変化について．日本災害看護
学会誌，14（1），148，2012．
12. 上平美和, 池崎澄江：病院勤務看護師における職場のコミュニケーションと労働意欲との関連　
Utrecht Work Engagement Scaleを用いて. 第50回日本医療・病院管理学会学術総会抄録集，49，104，
2012．
13. 五明郁美, 李廷秀, 北池正，ほか：中学生の平日の余暇時間におけるメディア利用が生活行動に与える
影響. 第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，339，2012．
14. 熊谷たまき, 藤村一美, 池崎澄江：医療福祉現場における精神健康と労働職場環境が離職意向に及ぼす
影響. 第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，566，2012．
15. 藤村一美, 熊谷たまき, 池崎澄江：介護職者が受ける職場の暴力行為に対する認識と被害の実態. 第71
回日本公衆衛生学会総会抄録集，566，2012．
16. 藤村一美, 池崎澄江, 熊谷たまき：病院勤務看護師が医療スタッフから受けるいじめに関する研究. 第
38回保健医療社会学会抄録集，23（特別），71，2012．
［報告書］
17. 北池正，流山市養護教諭部会：平成23年度流山市小中学生学習意欲・生活習慣向上プログラム結果報
告書．流山市教育委員会，1-57，2011．
[総説・短報・実践報告・資料・その他]
18. 池崎澄江：【ケアの質評価の動向と課題】 アメリカのナーシングホームにおけるケアの質の管理. 社
会保障研究，48（2），165-74，2012．
［研究状況］
　北池は，小中学生を対象とした学習意欲・生活習慣向上プログラムを開発し，実施した上で評価を行なっ
ている（5，17）．また，看護師の文化的対応能力に関する研究（6）や，日本型看護教育－実践連携診断・
評価に関する研究（8，9．10）において測定ツールの開発に取り組んでいる．
　池崎は，終末期ケアに関心をもっており，施設や在宅での看取りの実態や関連要因について研究をおこ
なっており，論文にまとめた（1，2）．また，看護職が受ける暴言･暴力についての研究を複数の大学の教
員と共同で行っている（14，15，16）．
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ケア開発研究部
［原　著］
１． Nishigaki M, Shimizu Y, Kuroda K, Mori K, Ohara Y, Seto N, Yoneda A, Miyatake Y, 
Kazuma K, Masaki H as The Japan Academy of Diabetes  Education and Nursing Research 
Group. Development of a support skil  scale in insulin therapy: A nationwide study in Japan. 
Nurse education today. 32(8)，892-896，2012.
［学会発表抄録］
◎和文
シンポジウム
2． 野地有子：高齢者に対する栄養支援の現状と今後の課題－高齢者のくらしと家族と栄養支援．日本健
康・栄養システム学会誌，12（1），41，2012
一般演題
3． 野地有子，宇田淳，杉山みち子，小山秀夫，梶井文子，井形昭弘：高齢者の「食べること」を支援す
るための栄養ケアチーム指導者研修とその評価．日本老年看護学会第17回学術集会抄録集，211，2012
4． 野地有子,　緒方泰子，北池正：看護師の文化的対応能力に関する研究－測定ツールの基礎的文献検討
－．第32回日本看護科学学会学術集会講演集，524，2012
5． 河部房子，黒田久美子，野地有子，北池正，小山田恭子，上本野唱子，福本良之，若杉歩：看護系大
学と実習病院との連携・協働を構成する要因に関する研究－組織長間の連携に関する事例分析を通し
て．第32回日本看護科学学会学術集会講演集，513，2012
6． 小山田恭子，黒田久美子，河部房子，野地有子，北池正，上本野唱子，福本良之，若杉歩：大学と実
習病院との組織間連携がもたらす指導者間の連携に関する事例分析．第32回日本看護科学学会学術集
会講演集，513，2012
7． 野地有子，宇田順、杉山みち子、小山秀夫：在宅高齢者の「食べること」を支援するための栄養ケア
チーム研修とその評価．日本医療・病院管理学会誌, 49(Supplement), 157, 2012 
8． 阿部 恭子, 金澤 麻衣子, 黒田 久美子：乳がん術後の人工乳房による乳房再建術を受けた女性の体験，
日本がん看護学会誌，26，Suppl，157，2012.
9． 内海香子，清水安子，麻生佳愛，黒田久美子，瀬戸奈津子，村角直子，正木治恵：糖尿病患者の対象
属性によるセルフケア能力の違い，千葉看護学会第18回学術集会集録，53，2012.
10． 黒田久美子，大原裕子，西垣昌和，清水安子，瀬戸奈津子，森小律恵，米田昭子，宮武陽子，数間恵
子，正木治恵：交流集会５　糖尿病教育・看護領域に求められている研究課題－これからの研究に向
けて－，日本糖尿病教育・看護学会誌，16特別号，第17回日本糖尿病教育・看護学会学術集会抄録集，
85，2012.
11． 疋田歩，高山芳栄，小澤千聡，黒田久美子：糖尿病網膜症発症・進展防止への教育支援の効果－自覚
症状のない段階からの眼科通院継続向上のための教育プログラム－，日本糖尿病教育・看護学会誌，
16特別号，第17回日本糖尿病教　育・看護学会学術集会抄録集，170，2012.
12． 杉田由加里，和住淑子，黒田久美子：支援システムを構築・発展させるコンピテンシー獲得に対する
中堅保健師の認識，第32回日看科会学術集会講演集，544，2012.
◎英文
13． Kawabe,F., Noji,A., Kitaike, T., Kuroda,K.：Factors the Promoted Partnership and 　   
Colaboration between Nursing Schools and Training Hospitals: Case Study Analysis of 
Colaboration between Organizational Leaders. The 9th International Conference “Academic 
Nurse-Managed Welness care Centers: Integrating Education, research, and Health Services in 
Academic Nursing Practice” 2012
14． Noji, A., Sugiyama,M., Kaji, F., Mitsuhashi,F., Nide,M., Kuzuya,M.: Concerning the actual 
conditions of terminal period nutritional care management at nursing insurance institutions 
and long-term medical care beds – Focusing on family support relating to nutritional supply, 
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including care based on oral intake. The 9th International Conference “Academic Nurse-
Managed Welness care Centers: Integrating Education, research, and Health Services in 
Academic Nursing Practice” 2012
15． Shimizu Y，Uchiumi K，Asou K，Kuroda K，Murakado N，Mori K，Seto N，Masaki H，Ishi 
H Characteristics in diabetes self-care agency by Statistical Cluster Analysis，12th IOS World 
Congress abstract-book May10-13 ,55-56,2012.
16． Shu Chun Chien，Nobue Nakamura,Wazumi Yoshiko,Kumiko Kuroda:The common 
Characteristic of Daily Life Pattern on Poor Control Days between Type 1 and Type 2 
Diabetic Patients, Journal of Diabetes Investigation,3(1),246-247,2012
［報告書］
17．平成23年度厚生労働省老人保健健康増進等事業（老年保健事業推進等補助金）：小山秀夫，杉山みち子，
野地有子，加藤昌彦，合田敏尚，田中和美，梶井文子，宇田淳：在宅高齢者の食べることを支援する
効果的な栄養・食事サービスの確保等に関する調査研究報告書‐在宅高齢者の「食べること」を支援
するための栄養ケアチーム指導者研修会とその評価‐．一般社団法人日本健康・栄養システム学会，
2012
［単行書］
18． 野地有子訳：モースとフィールドの看護研究－質的研究を実際に始めるためのガイド．日本看護協会
出版会，1-265，2012
19． 野地有子：米国と英国の公衆衛生の発達と地域看護活動の歴史，標準保健師講座１，地域看護学概論，
医学書院，211-218，2012
20． 野地有子：成人保健活動論，金川克子編，最新保健学講座3公衆衛生看護活動論1，ライフステージの
特徴と保健活動，98-196，2012
21． 黒田久美子：Part2　糖尿病妊婦のケアの実際　３．産後　妊娠糖尿病は妊娠が終了すれば安心なのか
.福井トシ子（編），妊娠と糖尿病のケア学．メディカ出版，148－152，2012.
22． 黒田久美子：Part2　糖尿病妊婦のケアの実際　３．産後　継続支援のやり方がわからない. 福井トシ
子（編），妊娠と糖尿病のケア学．メディカ出版，153－155，2012.
23． 黒田久美子，正木治恵：第2章　看護実践と理論活用の実際　１）看護実践に理論を活用する．正木
治恵，酒井郁子（編著），ナーシング・プロフェッション・シリーズ　看護理論の活用　看護実践の問
題解決のために．医歯薬出版株式会社，15－19，2012.
24． 黒田久美子，酒井郁子：第2章　看護実践と理論活用の実際　2　ロイ：適応を促す介入の方向性を探
る．正木治恵，酒井郁子（編著），ナーシング・プロフェッション・シリーズ　看護理論の活用　看護
実践の問題解決のために．医歯薬出版株式会社，27－41，2012.
25． 黒田久美子：第2章　看護実践と理論活用の実際　6　オレム：主体的取組の支援．正木治恵，酒井郁
子（編著），ナーシング・プロフェッション・シリーズ　看護理論の活用　看護実践の問題解決のため
に．医歯薬出版株式会社，73－80，2012.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
26． 野地有子：米国におけるエンド・オブ・ライフケアの教育プログラム－ELNEC-Gカリキュラムにつ
いて，日本健康科学学会誌，28（4），307-308，2012
27． 野地有子：看護の未来をリードする看護研究『モースとフィールドの看護研究－質的研究を実際に始
めるためのガイド』を翻訳して．看護，64（11），60-61，2012
28． 正木 治恵, 数間 恵子, 黒田 久美子, 清水 安子, 瀬戸 奈津子, 大原 裕子, 西垣 昌和, 宮武 陽子, 森 
小律恵, 米田 昭子, 研究推進委員会(平成20年度～平成24年度)：「糖尿病教育・看護領域に求められて
いる研究課題の優先度の特定」調査報告，日本糖尿病教育・看護学会誌，16(2)，210－213，2012.
29． 黒江 ゆり子, 黒田 久美子, 柴山 大賀, 任 和子, 数間 恵子, 青木 美智子, 瀬戸 奈津子, 中村 慶子, 
森 加苗愛, 米田 昭子, 政策委員会(医療技術提案書作成主要メンバー・平成20年度～平成23年度)：日
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本糖尿病教育・看護学会誌，16(2)，193－200，2012.
30． 和住 淑子, 黒田 久美子, 佐藤 まゆみ, 西山 ゆかり, 鈴木 康美, 栂野 加寿枝, 三谷 理恵, 室屋 和
子, 白川 秀子, 荒屋敷 亮子, 宮崎 貴子：新人看護師教育担当者育成モデルプログラムの開発と試行，
千大看紀要，34，45－50，2012.
31． 高橋 良幸, 黒田 久美子, 和住 淑子, 今村 恵美子：糖尿病を知る　看護学の視点から，千大看紀要，
34，27－31，2012.
［総説・その他］
〔研究状況〕
　本研究部では、2012年4月より大学院修士課程（看護システム管理学専攻）の中に新領域として『実践看
護評価学』をスタートさせ、2名の大学院生を迎えた。
　継続研究課題は、看護学教育研究共同利用拠点としてセンター事業の２つのプロジェクト研究に取り組
んでいる。教育‐研究‐実践をつなぐ組織変革型看護職育成支援プログラムの開発プロジェクトでは、河
部房子特任准教授のほか共同研究員として，小山田恭子氏（全国社会保険協会連合会），上本野唱子氏（奈
良県立医科大学），若杉あゆみ氏（都立駒込病院），福本義之氏（元岡山大学），池袋昌子氏（池袋病院），
西山正子氏（東京医科大学病院）を迎え，学際的な研究体制を構築し成果を国内外学会発表および研修事
業に活かしてきた（5,6,13)．6月には講演会を開催し，協定校の米国サンディエゴ大学からメーヨー教授、
カラン教授を迎えて講演およびIOMレポートに関する研究会を開催し、継続して学内・国内・国際的研究
の拠点づくりが展開されている．
　看護学教育におけるFDマザーマップの開発と大学間共同活用の促進プロジェクトでは、全国の看護系
大学および教育専門家からなる専門家会議を発足させ，FDマザーマップの試案を構築している．
　厚生労働省老人保健健康増進等事業等による『在宅高齢者の食べることを支援するケア開発に関する研
究』は野地が継続しており（2,3,7,14,17），栄養ケアチームの全国研修では700名に研修を実施した．これら
の成果を踏まえ，京都府においてタウンミーティングおよび、全国の病院等でインタビュー調査を実施し
ている。そのほか、千葉大学研究支援プログラム（科研費申請支援）を受け、『アジア圏における看護職の
文化的対応能力の評価と能力開発・臨床応用に関する研究』を開始した（4）。また、サンディエゴ大学と
の女性保健に関する共同研究を実施し国際学会での成果報告の登録を行なった。　
　黒田は，センター共同研究員と共に，「自己評価に基づく自施設完成型教育担当者育成プログラムの精
錬」（文部科学省科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ）を資金として獲得）を実施中であり(30)，認定看護師
課程（乳がん看護）の元特任教員と共に取り組んだ研究成果を発信した（8）．また千葉大学大学院看護研
究科・医学部附属病院看護部連絡会議外来看護特別部会のメンバーとして，「病院外来における患者・市
民・実践者・研究者の新たなニーズや期待，役割発揮の可能性」（（文部科学省科学研究費補助金（基盤研
究（Ｃ）研究代表者　奥朋子）を獲得し，看護専門外来に関する研究に取り組んでいる．また，看護学研
究科の看護実践方法論Ⅰの科目担当者とともに看護理論に関する単行書を執筆した（23～25）．
　個人研究においては，「地域の次世代育成支援事業を活用した糖尿病看護継続支援の試行と評価」（文部
科学省科学研究費補助金　基盤研究（Ｃ）　研究代表者　黒田久美子）に取り組み，医療者への妊娠糖尿病
に関する啓蒙活動として，成果を活用した発信を行った（21，22）． また学会活動を通して，糖尿病教育・
看護に関する活動報告と研究成果の発信を行った．（1，10，28，29）
政策・教育開発研究部
〔学会発表抄録〕
1． 和住淑子，山本利江，斉藤しのぶ：看護職の集団としての質的水準の担保政策－「看護婦登録制度論
争」におけるF. Nightingaleの業績より－．ナイチンゲール研究学会第33回研究懇談会，2012．
2． 斉藤しのぶ，山本利江，和住淑子：F. Nightingaleは看護職者の人材育成システムをどのように構築
しようとしていたのか．ナイチンゲール研究学会第33回研究懇談会，2012．
3． 山本利江，和住淑子，斉藤しのぶ：19世紀大英帝国植民地時代のインドに対するF. Nightingaleの諸
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活動について．ナイチンゲール研究学会第33回研究懇談会，2012．
4． 椿祥子，斉藤しのぶ，和住淑子，河部房子：看護系大学３年次編入学制度における教育の実態調査．
第32回日本看護科学学会学術集会講演集，354，2012．
5． 杉田由加里，和住淑子，黒田久美子：支援システムを構築・発展させるコンピテンシー獲得に対する
中堅保健師の認識．第32回日本看護科学学会学術集会講演集，544，2012．
6． Chien S.C.，Nakamura N.，Wazumi Y.，Kuroda K.：The Common Characteristics of Daily Life 
Pattern on Poor Control Days between Type 1and Type 2 Diabetic Patients．9th IDF-WPR 
Congress & 4th AASD Scientific Meeting abstracts，247，2012．
〔単行書〕
7． 和住淑子：看護理論発展の歴史．正木治恵，酒井郁子（編），看護理論の活用　看護実践の問題解決
のために．第１版，医歯薬出版，9－14，2012．
8． 和住淑子：ナイチンゲール　生命力へのはたらきかけ．正木治恵，酒井郁子（編），
 看護理論の活用　看護実践の問題解決のために．第１版，医歯薬出版，17－22，2012．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
9． 和住淑子，黒田久美子，佐藤まゆみ，西山ゆかり，鈴木康美，栂野加寿枝，三谷理恵，室屋和子，白
川秀子，荒屋敷亮子，宮﨑貴子：新人看護師教育担当者育成モデルプログラムの開発と試行．千大看
紀要，第34号，45－50，2012．
10． 和住淑子，佐々木幾美，唐澤由美子，定廣和香子，森千鶴：日本看護学教育学会「看護学教育制度関
連データベース作成」事業報告　保健師助産師看護師学校養成所指定規則に定められた教育内容の変
遷．日本看護学教育学会誌，22（1），95－105，2012．
11． 錢淑君：高度成長期の台湾での生活と、日本への留学．インターナショナルナーシングレビュー，35
（2），2012. http://jnapcdc.com/archives/3703.
12． 錢淑君：「ものづくりから、ひとづくりへ。」．インターナショナルナーシングレビュー，35（4），107，
2012．
13． 錢淑君：「よい看護」の現場をもっと見せていこう．インターナショナルナーシングレビュー，35(5)，
107，2012．
14． 薄井坦子（錢淑君　訳）：The Nursing Methodology Inherited from Florence Nightingale – A 
Threefold Interest．Tzu Chi Nursing Journal，11（1），52－59，2012．
15． 高橋良幸，黒田久美子，和住淑子，今村恵美子：平成23年度千葉大学公開講座「糖尿病を知る　看護
学の視点から」．千大看紀要，第34号，27－31，2012．
〔研究状況〕
　政策・教育開発研究部では，看護職者の役割の拡大や看護職者に寄せられる社会的ニーズにより効果的
に応えるための政策研究や，看護基礎教育と連動させた看護職者の生涯にわたる教育・人材・キャリア開
発のための研究を行っている．
　平成24年度は，前年度に終了した科学研究費補助金（基盤研究（C））「社会変革期におけるF. Nightingale 
の業績の今日的意義に関する系統的研究」に引き続き，新たに獲得した科学研究費補助金（基盤研究（C））
「F. Nightingaleの業績を現代に活かすための‘類比’の方法論に関する研究」の初年度にあたり，今後の
研究の土台となる成果を発表した（1－3）．これらの研究は，貧困，格差，地域医療，病院の経営破綻など
19世紀末の英国における保健医療福祉上の課題が，今日私たちが直面している課題と酷似していることか
ら，F. Nightingaleの傑出した問題解決思考を明らかにすることにより，今日の政策的問題を解決する際に，
看護がどのような役割を果たすことができるのかを検討したものである．
　また，看護の専門性の発揮を土台とした看護政策を検討するため，看護諸理論に関する研究も重ねてい
る．和住は，看護諸理論の形成過程に関するこれまでの研究成果を取りまとめ（7），特にナイチンゲール
の看護理論を実践に適用するための思考方法について，初心者にも分かりやすく解説した（8）．
　また，平成24年3月には，これまで看護実践研究指導センター共同研究員とともに３年間実施してきた科
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学研究費補助金（基盤研究（C））「新人看護師教育におけるプリセプター支援担当者教育プログラムの開
発」の成果を発表した（9）．本研究課題の継続課題として，新たに，科学研究費補助金（基盤研究（C））
「自己評価に基づく自施設完成型教育担当者育成プログラムの精錬」が採択となり，引き続き，共同研究員
とともに開発したプログラムの精練に取り組んでいる．
　この他，和住は，斉藤，椿らとともに，看護系大学３年次編入学制度における教育の実態調査を実施し，
その課題を検討した（4）．
　平成24年度より准教授として着任した錢は，コントロール不良の糖尿病患者の生活パターンと糖尿病の
コントロール状態との関係を丹念なデータによって明らかにした研究を発表した（6）他，日本で開発され
た看護理論を中国語に翻訳し，台湾の看護雑誌に発表し（14），看護理論の国際比較の土台づくりをすすめ
ている．また，現在推進されているグローバル人材育成事業について，学部から博士後期課程まで日本に
留学した実体験から，教育とは専門知識を教えるだけではなく，ひとを育てるということと心得て，日本
で看護を学ぶ魅力をアピールした（11－13）．
病院看護システム管理学
〔学会発表抄録〕
1. 藤井美代子，手島恵，小林美亜：がん性疼痛マネジメントの推進－緩和ケアナースの配置とがん性疼
痛看護認定看護師の活用－．第16回日本看護管理学会年次大会　講演抄録集，100，2012．
2. 大林由美子，徳本美津子，手島恵，小林美亜：地域中核病院における療養支援活動の推進．第16回日
本看護管理学会年次大会　講演抄録集，103，2012.
3. 西村宣子，手島恵，永野みどり：集中治療室看護の質向上への取組み－価値観の共有と認定看護師の
活用－．第16回日本看護管理学会年次大会　講演抄録集，116，2012.
4. 堀内由美，手島恵，小林美亜：中小規模の施設間連携による新人看護職員集合研修のしくみづくり．第
16回日本看護管理学会年次大会　講演抄録集，141，2012．
5. 吉原章子，手島恵，小林美亜：退院支援・退院調整に関するキャリアアダーに基づいた実践レベル別
院内研修の構築と実践．第16回日本看護管理学会年次大会　講演抄録集，143，2012．
6. 須賀万智，赤沢学，五十嵐中，小林美亜，佐藤敏彦，白岩健，杉森裕樹，平尾智広，池田俊也：ワク
チンの医療経済性の評価　統一的指針の開発と費用対効果の推計．日本衛生学雑誌，67（2），292，
2012．
7. 小林美亜，池田俊也：二次データを活用した医療の質評価に向けた今後の展望．第62回　日本病院学
会プログラム・抄録，103，2012．
8. 小林美亜：DPCデータを活用した臨床指標．第22回　日本医療薬学会年会　講演要旨集，206，2012．
9. 小林美亜，池田俊也：海外諸国におけるクリニカルパスの活用状況．日本クリニカルパス学会誌，14，
422，2012．
10. 小林美亜：超高齢社会の到来と病院建築・設備 多職種との協働　患者の高齢化と看護．病院設備，54
（6），22，2012．
〔報告書〕
11. 手島恵，小林美亜：研究成果報告書　基盤研究（C）文部科学省科学研究費補助金平成21年度～平成
23年度　課題番号2159268　看護管理者に求められる価値観の多様化への対応.2012.5.
12. 小林美亜，尾藤誠司，下田俊二，川島直美：診療データを二次利用した医療の質評価の可能性に係わ
る検討．厚労科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）総括・分担研究報告書,33-80,2012．
13. 小林美亜，谷水正人，河村進，石川宏昭，下田俊二，川島直美：DPCデータの利用による臨床評価指
標算出結果に関する妥当性の検証．厚労科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業）総括・
分担研究報告書,81-85,2012．
14. 池田俊也，小林美亜，下田俊二：DPCデータを用いた臨床指標による医療の質評価に関する検討．厚
労科学研究費補助金（政策科学推進研究事業）総括・分担研究報告書,89-96,2012.
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〔単行書〕
15. 藤森研司，小林美亜，池田俊也：第4章　診療プロセスと臨床評価．松田晋哉,伏見清秀（編），診療情
報による医療評価　DPCデータから見る医療の質．東京大学出版会,57-82,2012．
16. 小林美亜，池田俊也：第11章　臨床指標を用いた医療の質のベンチマークー諸外国と我が国の取り組
みから．田晋哉，伏見清秀（編），診療情報による医療評価　DPCデータから見る医療の質．東京大
学出版会,191-212,2012．
17. 伏見清秀,小林美亜ほか：国立病院機構臨床評価指標　計測マニュアル．国立医療学会誌別冊．国立医
療学会,2012． 
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
18. 武藤正樹，坂本すが，池田俊也，小林美亜ほか：平成24年度診療報酬改定とクリティカルパス　院内
パスと連携パスの新たな展開．病院経営Master,2（4），16-28,2012.
19. 小林美亜，池田俊也：DPCとクリティカルパス．病院経営Master,2（4），2-6,2012．
20. 小林美亜，池田俊也, 藤森研司, 松田晋哉ほか：DPCデータを用いた臨床指標による医療の質評価に関
する検討．日本医療・病院管理学会誌,49（2），85-95,2012．
21. 小林美亜，池田俊也，藤森研司，松田晋哉ほか：DPCデータを用いた臨床指標の算出　AHRQの
Patient Safety Indicator(患者安全指標)に焦点を当てて．厚生の指標,59（13），15-21,2012．
22. 三田晃史，尾藤誠司，岡田千春，小林美亜ほか：NHO共同臨床研究と臨床評価指標（QI）医療の質の
向上のために果たす役割 国立病院機構における臨床評価指標の取り組み．医療,66（2），77-79,2012．
23. 小林美亜，尾藤誠司，岡田千春，伏見清秀：国立病院機構における臨床指標の作成と今後の運用．日
本医療・病院管理学会誌,49（1），41-50,2012．
〔研究状況〕 
　手島は，「看護管理者のリーダーシッププログラムの開発と評価‐価値観の多様化への対応」（基盤研究
C研究代表者：手島恵）の調査を実施した．日本の看護管理が世代間の価値観の多様化を理解し,人的資源
管理に活用できるようにするために，看護師の世代間における価値観の差異を明確にすることを目的とし
た質問紙調査を実施し，報告書にまとめた（11）．
　小林は，Hospital Administrative Dataを活用した臨床指標を算出するためのロジックを開発するとと
もに，アウトカム指標のリスク調整手法についても検討を行っている（11，12，13，14，15，17）．また，
実際に臨床指標を算出し（17），その結果についての病院間比較を実施している（20，21，22，23，24）．
地域看護システム管理学
　緒方が7月末に転出し，10月に杉田が着任した．引き続き、地域ケアのシステム化に向けた看護管理者の
考え方，看護職者の役割行動，評価および力量開発について研究教育を行っている．本年は介護老人保健
施設の終末期ケアにおける管理者の役割（8），行政保健師による多職者の力量開発支援（3），精神障害者
支援（4，14）および虐待防止（15）のシステム化，訪問看護ステーションの組織的な実践力向上（5）に
関し発表した．
　吉本は，在宅支援システムに関し，介護老人保健施設におけるケア職者と家族の協働に関する指標の開
発と検証（平成24年度科学研究費補助金（基盤研究（C）），研究代表者），訪問看護の人材確保に向けた，
千葉県看護協会および訪問看護ステーションと新卒訪問看護師教育プログラムの開発（1，2，17）に取り
組み，人材育成ツールに関し報告した．緒方は看護職の特性と実践環境の関連について報告した．杉田は，
特定保健指導スキルに関する研究（10，11，20，21，22）を報告するとともに，教育研究機関が関わる行
政保健師の実践の充実を目指した業務研究サポートモデルの開発にむけて，全保健所に対し業務研究への
取り組みに関する調査に取り掛かっている（平成24年度科学研究費補助金（基盤研究（C）），研究代表者）．
千葉大学大学院看護学研究科紀要　第３5号
－79－
学会発表抄録
1. 吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自律的な在宅看護スキル開発を支援するための
自己評価票試案の作成.第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，394 ，2012.
2. 長江弘子，吉本照子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自律性を育てる教育プログラムにおける学習支
援体制づくりの試み. 第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，394 ，2012.
3. 石川貴美子，吉本照子，緒方泰子:A市介護認定申請窓口の担当職員が介護認定申請者のニーズに応え
るための取り組み. 第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，504 ，2012.
4. 夏井演，吉本照子，緒方泰子：『受診援助』にて入院した精神障害を持つ人の退院後の地域生活支援の
取り組み. 第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，436 ，2012.
5. 乙坂佳代， 吉本照子，緒方泰子：「学び合いカンファレンス」をとおした訪問看護師の実践知を共有
するしくみづくり. 第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，504 ，2012.
6. 杉田由加里，石川麻衣：A町におけるソーシャル・キャピタルの醸成に資するボランティア住民の活
動プロセスと保健師の支援内容，文化看護学会第４回学術集会抄録集，17，2012.
7. 宮﨑美砂子，飯野理恵，岩瀬靖子，時田礼子，石丸美奈，杉田由加里，佐藤紀子：予防活動の持続・
発展に関わる地域看護実践の要件，日本地域看護学会第15回学術集会講演集，146，2012.
8. 杉田由加里，米澤純子，奥田博子：保健師の難病支援に関する業務実態と人材育成に対するニーズ，
日本地域看護学会第15回学術集会講演集，170，2012.
9. 飯野理恵，宮﨑美砂子，石丸美奈，岩瀬靖子，時田礼子，上田修代，杉田由加里，佐藤紀子，土屋裕
子，栗栖千幸：予防活動を持続的に展開するための実践方法の特徴，第71回日本公衆衛生学会総会抄
録集，227，2012.
10. 山下留理子，荒木田美香子，杉田由加里，松尾和枝，横山徹爾：職域の特定保健指導実施者が捉える
特定保健指導のプロセスに影響を及ぼす要因，第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，243，2012.
11. 杉田由加里，今松友紀，横山徹爾：特定保健指導における行動変容ステージを活用した保健指導スキル，
第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，243，2012.
12. 丸岡綾子，杉田由加里，松繁卓哉：島しょへの赴任経験により向上した保健師の実践能力と関連する
要因，第71回日本公衆衛生学会総会抄録集，523，2012.
13. 杉田由加里，和住淑子，黒田久美子：支援システムを構築・発展させるコンピテンシーの獲得に対す
る中堅保健師の認識，第32回日本看護科学学会学術集会講演集，544，2012．
その他
14. 吉本照子，栁澤尚代:精神保健福祉相談で近隣苦情が出た人の支援に向け家族を支援するための課題分
析の視点.保健医療科学，61(2)，166-175，2012.
15. 大光房枝，上原たみ子，吉本照子，緒方泰子，千葉由美：在宅の高齢者虐待事例に対する養護者と被
虐待者の分離に関する実態と課題．高齢者虐待防止研究.8（1），72- 82，2012.
16. 清水みどり，吉本照子，緒方泰子：介護老人保健施設の終末期ケアにおける看護管理者の役割－終末
期ケアへの認識，取り組みおよび困難感を解決するための工夫の分析から－．新潟青陵学会誌，4(3) ，
71-81，2012.
17. 長江弘子， 吉本照子， 辻村真由子， 松永敏子， 山木まさ， 星野惠美子， 澤田いつ子， 虻川良
子， 保坂和子， 鈴木朋子， 権平くみ子：「協会」「大学」「ステーション」で協働する千葉県の地域
連携型人材育成の試み　自律した訪問看護師を現場で育てる!「新卒訪問看護師教育プログラム」の開
発.訪問看護と介護，17(9)， 803-808，2012.
18. 緒方泰子， 永野みどり:看護職のバーンアウトと看護職特性および看護実践環境との関連.千葉大学大
学院看護学研究科紀要，34， 39-44，2012.
19. 杉田由加里，石川麻衣：ソーシャル・キャピタルの醸成に資するボランティア住民の活動プロセスと
保健師の支援内容，厚生労働科学研究費補助金「住民主体のソーシャルキャピタル形成活動プロセス
と支援体制に関する介入実証研究」（主任研究者：福島富士子），平成23年度分担研究報告書，４８－５９，
2012．
20. 山下留理子，荒木田美香子，杉田由加里，松尾和枝，六路恵子：職域における特定保健指導実施者が
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捉えている課題とアプローチ方法に関する調査，厚生労働科学研究費補助金「特定健診・保健指導開
始後の実態を踏まえた新たな課題の整理と，保健指導困難事例や若年肥満者も含めた新たな保健指導
プログラムの提案に関する研究」（主任研究者：横山徹爾），平成23年度分担研究報告書，56-101，2012．
21. 杉田由加里，今松友紀：特定保健指導における行動変容ステージを活用した保健指導スキル，厚生労
働科学研究費補助金「特定健診・保健指導開始後の実態を踏まえた新たな課題の整理と，保健指導困
難事例や若年肥満者も含めた新たな保健指導プログラムの提案に関する研究」（主任研究者：横山徹爾），
平成23年度分担研究報告書，41-55，2012．
22. 杉田由加里，横山徹爾，奥山恵，茅山加奈江，河原章，丹田智美，津下一代，長澤由美，二宮博文，
野口緑，町田恵子，宮地元彦，六路恵子：「標準的な健診・保健指導プログラム」等の改定案作成に関
する研究，厚生労働科学研究費補助金「特定健診・保健指導開始後の実態を踏まえた新たな課題の整
理と，保健指導困難事例や若年肥満者も含めた新たな保健指導プログラムの提案に関する研究」（主任
研究者：横山徹爾），平成23年度分担研究報告書，166-168，2012．
23. 吉本照子：訪問看護師として再就職したい看護職者を支援する学び直しプログラム開発，平成19－21
年度文部科学省「社会人の学び直しニーズ対応教育推進プログラム」委託事業．看護実践研究指導セ
ンター　３０年のあゆみ，４９，２０１２．
ケア施設看護システム管理学
〔原　著〕
1. 酒井郁子，胡秀英：四川大地震における災害後リハビリテーションと看護の課題．文化看護学会誌，
4（1），26－37，2012．
2. 飯田貴映子，酒井郁子：高齢者長期ケア施設における外国人看護職・介護職の就労の現状と課題．文
化看護学会誌，4（1），3－12，2012． 
〔学会発表抄録〕
3. 酒井郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり，吉田千文，湯浅美千代，島田広美，杉山智子，大塚眞理子，丸
山　優，麻生佳愛，小野幸子，野口美和子：急性期病院の看護管理者が表現した認知症看護の理想と
ビジョン　認知症看護の改善に向けた取り組みのための研修プログラムから．日本老年看護学会第17
回学術集会抄録集，202，2012．
4. 杉山智子，湯浅美千代，島田広美，大塚眞理子，丸山優，酒井郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり，吉田
千文，麻生佳愛，小野幸子，野口美和子：急性期病院での認知症看護の改善に向けた取り組みへの研
修プログラムの開発と評価．日本老年看護学会第17回学術集会抄録集，94，2012．
5. 大塚眞理子，丸山優，湯浅美千代，島田広美，杉山智子，酒井郁子，黒河内仙奈，諏訪さゆり，吉田
千文，麻生佳愛，小野幸子，野口美和子：急性期病院で新しい取り組みを普及するための組織のアセ
スメント視点　認知症看護の改善に向けた取り組みのための研修プログラムから．日本老年看護学会
第17回学術集会抄録集，201，2012．
6. 酒井郁子，中村伸枝，宮崎美砂子：看護学は専門職連携教育にどのように貢献できるか．千葉看第18
回学術集会集録，56，2012．
7. 酒井郁子：総合大学医療系3学部の専門職連携教育プログラムを開発した教職員の連携とコミュニケー
ション．日本ヘルスコミュニケーション学会第4回学術集会，10，2012．
8. Sakai I．， Yamamoto T．，Takahashi Y．， Maeda T．， Kuni Y．， Kurokochi K．：Development 
of the interprofessional competency scale(1): Overview of the “Chiba IP competency studies”．
Al Together Better Health Ⅵ program & abstract book，394，2012．
9. 前田崇，酒井郁子，高橋平徳，山本武志，国井由生子，黒河内仙奈，朝比奈真由美，石井伊都子，宮
﨑美砂子，伊藤彰一，関根祐子，小河祥子，田邊政裕：Interprofessional実践能力概念の整理と検討．
第44回日本医学教育学会大会予稿集，101，2012．
10. 山本武志，酒井郁子，高橋平徳，前田崇，国井由生子，黒河内仙奈，朝比奈真由美，石井伊都子，相
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馬仁，宮崎美砂子：Interprofessional実践能力評価尺度の開発：構成概念妥当性の検討．第44回日本
医学教育学会大会予稿集，100，2012．
11. Yamamoto T．， Sakai I．， Takahashi Y．， Maeda T．， Kuni Y．， Kurokochi K．：
Development of the interprofessional competency scale(2): Testing the reliability and validity．
Al Together Better Health Ⅵ program & abstract book，396，2012．
12. Asahina M．，Sakai I．，Ishi I．，Miyazaki M．，Tanabe M．，Ito S．，Maeda T．，Takahashi Y．：
Inohana IPE; Multistep, structured, four-year interprofessional education course． Al Together 
Better Health Ⅵ program & abstract book，444，2012．
13. 小河祥子，髙橋平徳，朝比奈真由美，石井伊都子，伊藤彰一，岡田聡志，黒河内仙奈，酒井郁子，鈴
木優章，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，前田崇，増田和司，宮崎美砂子：専門職連携教育プログラ
ムの導入・実施状況と問題・課題点．第５回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会抄録集，45，2012．
14. 髙橋平徳，小河祥子，朝比奈真由美，石井伊都子，酒井郁子，中村伸枝，伊藤彰一，岡田聡志，黒河
内仙奈，鈴木優章，関根祐子，田邊政裕，前田崇，増田和司，宮崎美砂子：千葉大学の学士課程IPE
におけるFD/SDの試み．第５回日本保健医療福祉連携教育学会学術集会抄録集，53，2012．
15. 松平裕佳，田所良之，黒河内仙奈，酒井郁子：介護老人保健施設に勤務する介護職の職業履歴とその
体験．千葉看第18回学術集会集録，26，2012．
〔単行書〕
16. 酒井郁子：2章3節　せん妄．堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり編：ナーシング・グラフィカ27　老年
看護学―高齢者看護の実践．メディカ出版，144－149，2012．
17. 酒井郁子：3章8節　高齢者看護におけるチームアプローチ．堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり：ナー
シング・グラフィカ26　老年看護学―高齢者の健康と障害．メディカ出版，148－154，2012．
18. 酒井郁子：3章9節　高齢者のリスクマネジメント．堀内ふき，大渕律子，諏訪さゆり：ナーシング・
グラフィカ26　老年看護学―高齢者の健康と障害．メディカ出版，155－160，2012．
19. 正木治恵，酒井郁子編著：ナーシング・プロフェッション・シリーズ 看護理論の活用　看護実践の問
題解決のために．医歯薬出版株式会社，2012．
20. 酒井郁子：第1章　看護における理論の活用　1．看護理論の活用と意義．正木治恵，酒井郁子編著：
ナーシング・プロフェッション・シリーズ 看護理論の活用　看護実践の問題解決のために．医歯薬出
版株式会社，1－8，2012．
21. 黒田久美子，酒井郁子：第2章　看護実践と理論活用の実際　1）看護実践に理論を活用する　2．ロ
イ：適応を促す介入の方向性を探る．正木治恵，酒井郁子編著：ナーシング・プロフェッション・シ
リーズ 看護理論の活用　看護実践の問題解決のために．医歯薬出版株式会社，27－41，2012．
22. 酒井郁子：第2章　看護実践と理論活用の実際　1）看護実践に理論を活用する　3．キング：相互浸透
作用と目標共有．正木治恵，酒井郁子編著：ナーシング・プロフェッション・シリーズ 看護理論の活
用　看護実践の問題解決のために．医歯薬出版株式会社，42－49，2012．
23. 酒井郁子：第2章　看護実践と理論活用の実際　2）看護管理に看護理論を活用する　看護管理に看護
理論を活用する．正木治恵，酒井郁子編著：ナーシング・プロフェッション・シリーズ 看護理論の活
用　看護実践の問題解決のために．医歯薬出版株式会社，81－84，2012．
24. 酒井郁子：第2章　看護実践と理論活用の実際　2）看護管理に看護理論を活用する　3．　ワトソン：
看護管理者の理念の形成と看護理論．正木治恵，酒井郁子編著：ナーシング・プロフェッション・シ
リーズ 看護理論の活用　看護実践の問題解決のために．医歯薬出版株式会社，98－103，2012．
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
25. 酒井郁子：急性期病院における認知症ケア改善の取り組み　急性期病院の認知症ケアの改善に向けて
看護管理者が果たす役割．認知症ケア事例ジャーナル，5（2），147―155，2012．
26. 酒井郁子：在宅ケアを補完する長期ケア施設の看護管理者の能力開発　実践と学業を両立する大学院
教育． 訪問看護と介護，医学書院，400－406，2012．
27. 山本武志，酒井郁子，高橋平徳，前田崇，国井由生子，黒河内仙奈，相馬仁：日本語版Attitudes 
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toward Health Care Teams Scaleの信頼性・妥当性の検証．保健医療福祉連携，5（1），21―27，2012．
28. 酒井郁子，宮崎美砂子，中村伸枝，石井伊都子，関根祐子，増田和司，朝比奈真由美，田邊政裕，伊
藤彰一，飯田貴映子，黒河内仙奈，前田崇，高橋平徳，小河祥子：多年次積み上げ型IPEにおけるIP
パフォーマンスおよび共同学習に関する自己評価の年次比較．保健医療福祉連携，4（2），117，2012．
29. 山本武志，酒井郁子，高橋平徳，前田崇，国井由生子，黒河内仙奈，朝比奈真由美，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，関根祐子，相馬仁，田邊政裕，中村伸枝，増田和司，宮崎美砂子：Interprofessional
実践能力評価尺度の開発と検証(第2報)　尺度項目の作成とパイロットスタディによる検証．保健医療
福祉連携，4（2），112，2012．
30. 高橋平徳，酒井郁子，山本武志，前田崇，国井由生子，朝比奈真由美，飯田貴映子，石井伊都子，伊
藤彰一，小河祥子，黒河内仙奈，関根祐子，田邊政裕，中村伸枝，眞嶋朋子，増田和司，宮崎美砂子：
Interprofessional実践能力評価尺度の開発と検証(第1報)　専門職へのインタビューと構成要素の検討
によるアイテム・プールの作成．保健医療福祉連携，4（2），111－112，2012．
31. 酒井郁子：ICU患者を動かそう！脳卒中リハビリテーションと看護．ICUとCCU，36（6），429－436，
2012．
32. 酒井郁子：四川大地震とリハビリテーション看護．国際リハビリテーション看護研究会誌，11（1），
66－68，2012．
33. 酒井郁子：リハビリテーション看護における日常倫理実践と看護の専門性．国際リハビリテーション
看護研究会誌，11（1），24－27，2012．
34. 大見サキエ，河野由美，酒井郁子，河津芳子，城生弘美，岡光京子，谷口好美，新谷恵子，中村鈴子，
坪見利香：日本看護学教育学会2010年度研究助成金研究成果報告書　看護系大学における教養教育の
ありかたに関する研究　教養教育に関する教員の認識．日本看護学教育学会誌，21（3），59－61，2012．
〔研究状況〕
　ケア施設看護システム管理学では，回復期リハビリテーション病棟や介護保険施設，地域密着型居宅介
護事業所等の長期ケア施設における看護・介護システム管理，高齢脳卒中患者への看護，高齢者の生活リ
ズム調整，せん妄ケア，災害後のリハビリテーション看護，看護・介護職の国際化に関する研究教育活動
をおこなっている．平成24年度は修士課程大学院生8名，博士後期課程大学院生8名となった．
　酒井は，研究代表者である科学研究補助金（基盤(B)）「回復期リハビリテーション病棟における看護管
理実践の理論化と普及（研究課題番号22390437）」（平成22年度～平成25年度）に取り組んだ．酒井が分担
研究者を務める科学研究補助金（基盤研究(B)）「認知症高齢者の身体合併症治療時の看護スキルと看護管
理方法の開発（研究代表者：湯浅美千代，研究課題番：21390605）」（平成21年～平成24年）の途中成果の
学会発表（3－5），およびジャーナルへの投稿をおこなった（25）．また，分担研究者を務める科学研究補
助金（基盤研究(A)）「高齢者訪問看護質指標を用いたインターネット訪問看護支援システムの有効性検討
（研究代表者：山本則子，研究課題番号：20249086）」（平成20年～平成24年）に取り組んだ．看護理論の活
用に関するテキストの編集と執筆（19－24）および，リハビリテーション看護に関する論文（1，31－33），
看護管理に関する執筆（26），高齢者看護に関するテキストの執筆（16－18）を行った．加えて専門職連携
教育(IPE)に関する成果研究の投稿（27－30）と学会発表（6－14）を行った．
　黒河内は，科学研究費補助金（研究活動スタート支援）「回復期リハビリテーション病棟の看護サービス
への脳卒中患者満足尺度の洗練と関連要因（研究課題番号：23890032）」（平成23年～平成24年）に取り組
んだ．
エンド・オブ・ライフケア看護学
〔原　著〕
◎和文
1.  長江弘子，谷垣靜子，乗越千枝，仁科祐子，岡田麻里，酒井昌子，生活と医療を統合する継続看護の
思考枠組みの提案．INR，35(4)，89-94，2012．
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－83－
◎英文
2. Izumi S, Nagae H, Sakurai C, Imamura E: Defining end-of-life care from the perspectives of 
nursing ethics. Nursing Ethics, 19(5), 608-618, 2012.
3.  Masaki H, Nagae H, Teshima M, Izumi S: Nursing Leadership in a Rapidly Aging Society: 
Implications of“The Future of Nursing”Report in Japan. Nursing Research and Practice. 
Volume 2012, 1-4, 2012.
〔学会発表抄録〕
◎和文
4.  長江弘子，谷垣靜子，酒井昌子，乗越千枝，岡田麻里，仁科祐子，片山陽子，鮑静：交流セッション
A: 生活と医療を統合する継続看護マネジメントモデル（仮）の検討．第16回日本在宅ケア学会講演集，
51，2012．
5.  谷垣靜子，長江弘子，岡田麻里：在宅移行期の退院支援にかかわる病棟看護師と訪問看護師の「連携」に
おける課題．第16回日本在宅ケア学会講演集，121，2012．
6.  岡田麻里、長江弘子、谷垣靜子：在宅頸髄損傷者のセルフマネジメント能力に関する概念分析．第15
回日本地域看護学術集会講演集，2012．
7.  櫻井智穂子，眞嶋朋子：終末期の緩和を目的とした療養への移行におけるがん患者の家族の決断のゆ
れを支える看護援助．日本がん看護学会誌 第26回日本がん看護学会学術集会講演集，323，2012．
8.  岩爪美穂，櫻井智穂子，増島麻里子，眞嶋朋子：転移性脳腫瘍を有する終末期がん患者の体験．日本
がん看護学会誌 第26回日本がん看護学会学術集会講演集，146，2012．
9.  吉本照子，長江弘子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自律的な在宅看護スキル開発を支援するための
自己評価票試案の作成．第71回日本公衆衛生学会学術集会講演集，３９４，2012．
10． 長江弘子，吉本照子，辻村真由子：新卒訪問看護師の自律性を育てる教育プログラムにおける学習支
援体制づくりの試み．第71回日本公衆衛生学会学術集会講演集，３９４，2012．
11． 谷垣靜子，乗越千枝，長江弘子，酒井昌子，岡田麻里，仁科祐子，片山陽子：交流集会K4：これか
らの在宅看護実践に求められる能力：地域社会に求められる看護師の再生基礎教育と現任教育との統
合．第32回日看科会学術集会講演集，2012．
12． 岡本亜紀，谷垣靜子，長江弘子：包括型地域生活支援プログラムを受けた精神疾患を有する人の家族
の思いの変化．第32回日看科会学術集会講演集，2012．
◎英文
13.  Hiroko Nagae, Shizuko Tanigaki，Bao jing: Development of an Education Program for Quality 
End-of-Life Care in Nursing: Forcused on Nursing Management Competency in the 
Community. 17th International Conference on Cancer Nursing, 109, 2012.
14.  Masako Sakai, Hiroko Nagae, Chihoko Sakurai, et al.: The development of a nursing care 
assessment tool for ensuring the quality of　end-of-life care for elderly people at home: a pilot 
study of visiting nurses to evaluate its practicality. 17th International Conference on Cancer 
Nursing, 119, 2012.
15.  Chihoko Sakurai: Yure in decisions by cancer patients and their families regarding the 
transition to terminal paliative care. 17th International Conference on Cancer Nursing, 92, 2012.
〔総説・短報・実践報告・資料・その他〕
16.  長江弘子，吉本照子，辻村真由子，他：「協会「大学」「ステーション」で協働する千葉県の地域連携
型人材育成の試み，自立した訪問看護師を現場で育てる！「新卒訪問看護師教育プログラム」の開発．
訪問看護と介護，817(9)，803-808，2012．
17.  長江弘子：地域社会に求められる看護師の育成を目指した教育・研究・実践．看護教育，53(9)，766-
772，2012．
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－84－
18.  酒井昌子，長江弘子，櫻井智穂子：英国サウスウェールズの緩和ケアシステム　情報共有ツールとし
ての記録と終末7日のケアパスウェイ．がん看護，17(4)，495-498，2012.
19.  長江弘子：超高齢社会を迎える中でのEnd-of-Life Careを考える　看護のスタンスで高齢者のQOLを
考える．日本透析医学会雑誌，45（Sup.1），354，2012.
20.  乗越千枝，長江弘子，櫻井智穂子：Maggie’s Centres 見聞録　患者と家族のための場を提供するマ
ギーズセンター．がん看護，17(5)，573-577，2012．
21.  長江弘子，櫻井智穂子，和泉成子，磯谷有由：平成22年度日本財団助成事業　エンド・オブ・ライフ
ケア看護学を開講して「開講記念講演と英国視察の企画・実施・評価の報告」．千葉大学大学院看護学
研究科紀要，第34号，1－5，2012．
22.  長江弘子：患者・家族の生活文化に即したエンド・オブ・ライフケア．日本ホスピス研究会会誌，46，
26-43，2012．
〔研究状況〕
　本領域では，平成23年度千葉大学ＣＯＥスタートアッププログラム「生活文化に即したエンド・オブ・
ライフケア－慢性疾患患者と家族の生き方を支えるケアとエビデンスの構築」に共同研究者及び事務局と
して参画し、その一環として本年度は専門職対象のフォーカスグループインタビュー調査を実施した。昨
年度の調査結果を含め、最終年度に向けて調査結果の分析及び統合を進めている。
　長江は平成24・25年度千葉県地域医療再生計画の5本柱の1つである在宅医療推進事業に参加しその中の
千葉県看護協会が主宰する訪問看護実践センター事業において、人材育成部長を務めている。地域看護シ
ステム管理学の吉本照子教授、訪問看護学の辻村真由子講師との共同研究で、わが国初の「新卒訪問看護
師育成プログラム」を開発している。これは千葉大学看護学研究科と看護協会と訪問看護ステーションと
が協働で取り組む県内の公的事業として位置づいており、在宅医療推進のための地域で協働する公的な人
材育成のしくみの構築として意義がある。一方、エンド・オブ・ライフケアの実践力を県内に担保する人
材育成のしくみとしても意義があり、自律性の高い訪問看護師の質的・量的確保のための方法論として位
置づけ一般化を目指している。
　また長江が研究代表者をつとめる文部科学省研究費補助平成22－25年度基盤研究B「生活と医療を統合
する継続看護マネジメント能力を育成する教育プログラムの開発と検証」（22390440）において，開発した
継続看護マネジメントの構成概念を用いて継続看護に関する暫定的教育プログラムを作成した。重ねて，
長江が研究代表者を務める文部科学省研究費補助平成22－24年度挑戦的萌芽研究「非がん患者・家族の在
宅緩和ケアにおける看護実践のベストプラクティスとその効果検証」（22659429）〕において，在宅支援診
療所と訪問看護ステーションの予後予測に関する指標と合意形成、体制づくりに焦点をあてた調査を実施
した．
　櫻井は，平成23年度千葉大学ＣＯＥスタートアッププログラムとして採択された「生活文化に即したエ
ンド・オブ・ライフケア」の研究において，主に高齢のがんの患者とその家族，そして遺族を対象とした
調査および分析を担当し取り組んでいる．また，2010年度博士論文の一部をまとめ，国内外の学会にて発
表した．
